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祭
場
の
赤
沖

い
天
蓋
と
白

い
天
幕

縄
久
高
島
の
年
中
祭
祀
祭
場
に
み
る
琉
球
王
国
祭
祀
祭
場
舗
設
の
影

伊

從

勉

祭場の赤い天蓋と白い天幕

は
じ
め
に

沖
縄
本
島
東
方
海
上
の
久
高
島
は
、
琉
球
王
国

第

一

(
一
四
〇
六
ー

一
四
六
九
)

・
第

二

(
一
四
七

〇
ー

一
八
七
九
)
尚
王
朝

の
国
家
祭
祀

上
重
要
な

意
義
を
持

つ
島
で
あ

っ
た
。
五
穀
の
種
が
、
琉
球

で
は
初
め
て
渡
来
し
た
地
と
す
る
国
家
的
な
神
話

(
1

)

が
こ
の
島
に
仮
託
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
東
方
海

上
他
界

ニ
ラ
イ

・
カ
ナ
イ
に
最
も
近

い
島
と
し
て
、

儀
礼
上
、
こ
の
島

に
渡
る
こ
と
が

ニ
ラ
イ

.
カ
ナ

イ
に
渡
海
す
る
こ
と
と
同
義

で
あ
り
、
島

に
渡
り

王
国
神
女

の
霊
力
を
更
新
す
る
地
で
も
あ

っ
た
か

(2
)

ら
で
あ
る
。

か
つ
て
は
二
月
の
麦
穂
祭

に
国
王
が

(3
)

隔
年
で
自
ら
行
幸
し
た
島
で
あ
り
、
王
国
の
最
高
(
4
)

神
女
聞
得
大
君
が
主
要
な
祭
祀
を
直
接
司
祭
し
た

聖
な
る
島
で
あ

っ
た
。

か

つ
て
存
在
し
た
久
高
島

の
聞
得
大
君
御
殿
が

撤
去
さ
れ
た

一
六
七
七
年
は
、
聞
得
大
君
の
就
任

儀
礼

「御
新
下
り
」
が
対
岸
の
知
念
半
島
の
斎
場

御
嶽
で
行
わ
れ
た
年
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
年
は
、

大
君
の
就
任
儀
礼
が
斎
場
御
嶽
で
実
施
さ
れ
た
こ

と
が
文
献
記
録
上
遡
及
で
き
る
上
限
な
の
で
あ
る

が
、
そ
の
時
ま
で
、
久
高
島

の
主
要
祭
祀
は
大
君

の
直
接
的
な
司
祭
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
、
と

考
え
ら
れ
る

[伊
從

一
九
九
三
]
。
従

っ
て
、
王
国

の
祭
祀
官
吏

・
儀
典
官
が
王
府
神
職

の
渡
島
に
は

随
行
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
首
里
の
王
府
儀
礼

の

慣
行
、
祭
場
舗
設

の
仕
様
が
、
島

の
年
中
祭
祀

へ

直
接
影
響
し
た
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
は
、
現
行
の

久
高
島
の
年
中
祭
祀
の
な
か
に
そ
の
痕
跡
を
探
索

す
る
試
み
の

一
端
で
あ
る
。

現
在
で
も
久
高
島
は
沖
縄
で
も
最
も
神
祭
り
の

(5
)

多
い
島
、
ま
た
は
こ
う
も
言
え
る
が
、
伝
統
的
な

年
中
祭
祀

(の
論
理
)
を
最
も
維
持
し
て
い
る
島

で
あ
る
。
島
は
十

二
年
に

一
度
行
わ
れ
る
イ
ザ
イ

ホ
ー
と
い
う

一
定
年
齢
を
迎
え
た
島
生
ま
れ
の
女

性

の
神
人
加
入
儀
礼
で
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

女
性
の
年
齢
階
梯
的
な
社
会
共
同
体
組
織

へ
の
加

入
儀
礼
で
も
あ
る
。
男
性
の
側
に
つ
い
て
も
、
イ

ザ
イ
ホ
ー
の
あ
る
年

の
八
月
に
、

一
人
前
の
構
成

し
よ
う
に
ん

員

(十
五
歳
以
上

の
正
人
)

へ
の
加
入
儀
礼

(名

付
け

…
ナ
ー
ジ
キ
)
が
あ
る
。
神
人
の
後
継
者
不

足

に
も
拘
ら
ず
、
年
中
祭
祀
が
比
較
的
に
忠
実
に
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維
持
さ
れ
て
き
た
の
は
、
イ
ザ
イ
ホ
ー
を
含
め
た

年
中
祭
祀
が
島
の
社
会
組
織
の
通
過
儀
礼

・
神
話

伝
説
の
伝
承
手
段

・
農
事
暦

・
漁
業
暦

の
更
新
儀

礼
、
そ
し
て
島
民
の
健
康
祈
願
を
兼
ね

て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

1

『琉
球
国
由
来
記
』

(
一
七

一
三
年
)

に
見
る

久
高
島
聖
地
と
年
中
祭
祀
祭
場

一
七

一
三
年
に
王
府

に
よ
り
編
集
さ
れ
た
、
王

城
祭
祀
と
王
国
内
全
村
落
の
公
儀
祈
願
所

(王
国

の
安
泰
を
祈
願
す
る
場
所
)
と
年
中
祭
祀
場

の
総

覧
で
あ
る

『琉
球
国
由
来
記
』

(以
下

『由
来
記
』

と
略
記
)
に
登
場

す
る
久
高
島

の
聖
地

と
御
嶽

(巻
十
三
)
は
次

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

聖
地

(「
公
儀
祈
願
所
」)
"
(
a
)
伊
敷
泊

(五

穀
種
子
渡
来
の
地
)、

(b
)
コ
バ
ウ

ノ
森

(蒲

葵
之
森
)
、
(
c
)
中
森
ノ
嶽

(
6
)

年
中
祭
祀
所

"
久
高
巫
火
神
、
外
間
巫
火
神

ヘ

ヘ

へ

但
し
、
「御
祭
之
時
、
殿

ニ
テ
御
唄
」
と
あ

る

(
7
)

か

ら

、

祭

場

と

し

て

の

「
殿

(
と

う

ん

)
」

も

「
存

在

し

た

」

ら

し

い

が

、

こ

の

殿

は

、

両

の
ろ
ど
ん
ち

巫
殿
内

(王
国
時
代
の
巫
の
官
舎
)
の
祭
場
な
の

か
、
現
在

の
中
心
的
な
集
落
内
祭
場
で
あ
る
外
間

根
所
タ
モ
ト
庭

(み
ゃ
)
と
御
殿
庭

(う
ど
ん
み

ゃ
)
な
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
御
殿

庭
に
あ
る

「神
ア
サ
ギ
」
が
、
当
時
、
既
に
島

に

存
在
し
た
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
『由
来
記
』

は
言
及
し
て
い
な
い
。

2

久
高
島
の
聖
地
と
年
中
祭
祀
祭
場

(図
1
、
図
2
)

今
日
の
久
高
島

に
は
、
年
中
祭
祀
に
か
か
わ
る

聖
地
と
し
て
、

ユ
チ
ン
ザ
ナ
シ
、
ア
ン
プ

シ
山
、

う

た

き

な
か
む
い

ア

グ

ル
嶽

、

蒲

葵

森

(
フ

ボ

ー

御

嶽

)
、

中

森

、

伊

敷

浜

、

フ

ン
デ

ィ
森

、

ウ
プ

ン
デ

ィ
山

、

腰

当

森

(
ふ

さ

て

い
む

い
)
、

ハ

ン

ジ

ャ
ナ

山

、

ア

カ

ら
き

ら
き

ラ
嶽
、

ス
ベ
ー
嶽

が
あ

る

(図
1
)。
こ
の
う

ち

伊
敷
浜
は
、
五
穀

の
渡
来
伝
説

の
あ
る
浜
辺
で
、

う

た

き

そ
れ
以
外
は
沖
縄

で
御
嶽
と
総
称
さ
れ
る
聖
地
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
御
嶽
に
は
、
島
の
女
性
が
イ
ザ

イ
ホ
ー

の
際

に
祖
母
か
ら
継
承
す
る
先
祖

の
霊

(タ

マ
ガ

エ
ヌ
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
)
が
や
す
ら

っ
て

い
る
。
中
で
も
蒲
葵
森
を
ウ
プ
テ
ィ
シ
ジ
の
御
嶽

と
す
る
女
性
が
最
も
多

い
。
主
要
な
祭
祀

の
祭
場

に
も
な
る
。
最
後

の
ス
ベ
ー
嶽
は
、
島
に
三
人
い

る
ク

ニ
ガ
ミ

(王
国
時
代
の
公
儀
神
職

"
外
間

巫

・
久
高
巫

・
根
神
)
の
始
祖
霊
の
聖
地
で
あ
る
。

島

の
次
元
で
の
年
中
祭
祀
の
集
落
内
祭
場
と
し

て
は
、
久
高
ノ
ロ
殿
内
、
外
間
ノ

ロ
殿
内
、
外
間

根
所
拝
殿
お
よ
び
タ
モ
ト
庭
、
そ
し
て
御
殿
庭
が

存
在
す
る

(図
2
)。
他

に
、
親
族
次
元

の
始
祖

を
祀
る
ム
ト
ゥ
ヤ

(元
家
)
が
二
十
八
軒
あ
り
、

う
ち
二
十
軒
に
は
、
海
上
他
界
の
ニ
ラ
イ

・
カ
ナ

イ
か
ら
四
九
月

の
ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭
祀
に
訪
れ
る

ア
カ

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
と
総
称
さ
れ
る
来
訪
神
が
祭

ら
れ
て
い
る

[比
嘉

一
九
九
三
下

二

四
二
]
。
こ

れ
ら
の
ム
ト
ゥ
ヤ
の
家
系
か
ら
は
、
ア
カ

ハ
ン
ザ

ナ
シ
ー
の
神
職
が
世
襲
制
で
選
ば
れ
て
い
る
。
次

に
、
祭
場
の
日
常
的
な
様
態

に
簡
単
に
言
及
し
て

お
こ
う
。

3

集
落
内

の
祭
場
の
日
常
的
様
態

久
高
島
の
集
落
内
の
祭
場
は
、
御
殿
庭
を
除

い

て
、
す

べ
て
家
屋
内
の
祭
祀
専
用
座
敷
と
庭
先
の

一
対
の
空
問
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
外
間

・
久
高
巫

殿
内
と
外
間
根
所
の
三
箇
所
で
あ
る
。
日
常
時
に
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1古 全 島 図(点 線は珊瑚礁を示す)

図2字 久高 集落地図

聖地 と祭 場

1ハ ベール

2ユ チ ンザ ナシ

3ア ンプシ山

4ア グル嶽

5フ ボー御嶽

6中 森

7伊 敷浜

8フ ンデ イ森

9ウ プ ンデ ィ山

ユ0ク サテ森

llハ ンジャナ山

12ア カ ラ嶽

13ス ベー嶽

14外 間巫殿内

15久 高巫殿内

16外 間祭庭

17御 殿庭

図1、 図2共 通凡例

地形は旧港、徳仁港の港湾改修以前の状態を示す。
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は
、
家
屋
の
庭
先
は
何
も
な
い
庭

で
し
か
な
い
が

と
う
ん

み
や

(図

3
)
、

祭

祀

の
折

に

「
殿

」

と

な

り

「
庭

」

と

な

る

(図

4
)
。

こ

の

庭

の

み

で

成

り

立

つ
祭

場

う
ど
う
ん
み
や

が

「御
殿
庭
」

(図
5
)
で
あ
る
。
庭

の
北

辺
中

央
に
神
ア
サ
ギ
と
い
う
四
周
吹
き
放
ち

の
祭
祀
小

屋
が
立
ち
、
祭
祀
の
時
に
女
性
神
職

の
座
と
な
る

(図
6
)。

家
屋
内
の
祭
場

に
は
、
基
本
的
に
火
神

・
ト
ゥ

パ
シ
リ

.
床
神
の
三
者
を
祀
る
香
炉
を
置

い
た
三

図3外 間拝殿 とタモ トミャ 拝殿(中 央)、 根所母屋(右)、 西威

王 アサギ(左)タ モ トミャ(右)1992年

種

の
祭
壇
が
存
在
す
る
。
こ
の
三
者
構
成
は

一
般

家
庭

に
も
当
て
嵌
る
が
、
集
落
次
元
の
祭
場
、
両

巫
殿
内
、
外
間
根
所
の
場
合
、
当
該
家
庭
の
台
所

の
火
神

(竈
神
)
や
主
婦

の
ト

ゥ
パ
シ
リ

(香

炉
)
と
は
区
別
さ
れ
て
、
集
落
祭
祀
専
用
の
火
神

と
ト
ゥ
パ
シ
リ
が
祭
祀
専
用
座
敷
に
設
け
ら
れ
て

い
る

(図
7
)。
区
別
さ
れ
た
火
神

と
ト

ゥ
パ
シ

リ
は
、
夫

々

「国
火
神
」
「ウ
プ
グ
イ
」
と
呼
ば

れ
る

(図
8
)。
礼
拝
は
、
火
神

(竈
神
)

・
ト
ゥ

図4祭 祀時 の外間祭庭 外間拝殿 内部 にアカヤ ミョーブが張 ら

れ、手前 タモ トミャには ミョー イが張 られる。 四月ハンザナ シー

第四 日ム リーバ ー1993年

パ
シ
リ

・
床
神

の
順
で
行
な
わ
れ
る
。
沖
縄
の
他

の
地
域
と
比
較
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
久
高
島
の

家
屋
内

の
祭
壇
の
特
徴
は
、
各
家
庭
か
ら
巫
殿
内

に
至
る
ま
で
、

一
貫
し
て
女

の
香
炉

(ト
ゥ
パ
シ

リ
)
と
火
神

(台
所
)
が
並
存
し
て
、
主
婦

の
祈

(
8

)

願
の
対
象

に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
祭
祀
状
況
下
に
お
け
る
祭
場
の
舗

設
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
が
主
題
で
あ
る
か
ら
、

祭
場
の
日
常
態

に
お
け
る
王
府
の
影
響

に
つ
い
て

図5御 殿 庭 神 アサ ギ(中 央)、 バ イ カンヤ(イ ラ ブ鰻 燻 製小

屋)白 樽拝殿(右)1992年

必



図6マ ッテ ィ時 の御殿庭 神 アサギの中 に 「敷 きタモ ト」 を置

き座す神職達。左側男性神職 、白樽 拝殿 前 に居神。図15参 照

図8外 間拝殿 一番座内観 右奥 よ り、床、

聖地遥拝 の香炉 、神職祖霊の香炉(下 部、火

神)、 手前柱 の陰 に ミウプ グイ ミンナカの大

香炉

図7b外 間巫殿内 ウプ グイ香炉 一 番座(東 南

隅の香炉 の祭 壇)。 一 般家庭 に は トゥパ シリ香 炉
が同 じ位置に祭壇 なしで畳の上 に置 かれ る

図7a外 間巫殿内一番座国火神 台所の竈神か
ら分けられた一番座床脇の火神祭壇
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は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
次
に

祭
祀

の
状
況

に
あ
る
祭
場
の
様
子
を
見
て

い
こ
う
。

4

祭
祀
の
状
況
下
の
祭
場

祭
場
の
本
態
は
、
祭
祀
の
た
め
に
設
営

さ
れ
る

場
所
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
沖
縄
で
は
、
特
に
こ

の
こ
と
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う

の
は
、
平
常
時
に
は
祭
場
に
は
な
に
も
存
在
し
な

い
場
合
が
多

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
祭

場
と
は

「
現
象
す
る
場
」
で
あ
る
。
年
中

祭
祀
の

際

の
個
々
の
祭
場
の
様
子
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、

祭
場

の
考
察
は
的
を
射
た
も
の
と
は
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
そ
の
時

の
祭
場
の
物
理
的
な
様
態
と
祭

祀
の
表
現
す
る
世
界
と
は
、
ず
れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
後
者
の
表
現
的
次
元
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
祭
祀
歌
謡
を
参
照
す
る
こ
と
が
不
可
避
と
な

る
。
以
下
、
久
高
島
を
中
心
に
、
主
要
祭
祀
の
祭

場
設
営
と
そ
れ
に
関
わ
る
祭
祀
歌
謡
を
検
討
し
て

行
く
。

4
1
1

七

マ
ッ
テ
ィ

(七
大
ま

つ
り
)

久
高
島
で

「
七
マ
ッ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
祭
祀

が
あ
る

(以
下
、
暦
は
旧
暦
)。
ど
れ
も
外
間
根
所

(外
間
の
殿
)
と
御
殿
庭

で
儀
礼
を
繰
り
返
す
祭

祀
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
通
り
。

一
月
ソ
ー

ジ

マ
ッ
テ
ィ

(麦
穂
祭
)
、
三
月

マ
ッ
テ
ィ

(麦

大
祭
)、
五
月
ソ
ー
ジ

マ
ッ
テ
ィ

(粟
穂
祭
)
、
六

月

マ
ッ
テ
ィ

(粟
大
祭
ー
ミ
ル
ク
グ
ワ
ッ
テ
ィ
)、

七
月
ウ
プ

マ
ー
ミ
キ

(大
漁
祈
願
)
、
八
月

マ
ッ

テ
ィ
・十
五
夜

(8
/
10
-
15
)、
十
月

マ
ー
ミ
キ

グ

ワ

(大
漁
祈
願
)
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
祭
場

使
用
と
舗
設

の
類
似
性
か
ら
、
正
月

(旧
正
月
)
、

四
九
月

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
を
加
え
て
お
こ
う
。

本
稿
は
、
祭
祀

の
具
体
的
な
内
容
に
は
詳
し
く

言
及
で
き
な

い
が
、
次
の
こ
と
は
断

っ
て
お
こ
う
。

マ
ッ
テ
ィ

(「ま

つ
り
」
の
意
)
の
語
尾
の

つ
い

た
年
中
祭
祀
は
、
王
国
時
代
か
ら
の
五
穀
に
関
す

る

「
公
儀
祭
祀
」
で
あ
る
。
儀
礼
は
久
高

・
外
間

両
巫
・根
神

(各

一
人
、
女
性
)、
お
付
き
の
神
女

「
ウ
メ
ー
ギ
」
三
名
、
久
高

・
外
間
根
人

(男
性
)

の
合
計
八
人

(総
称
し
て

「ク

ニ
ガ
ミ
」
と
呼
ば

れ
る
)
以
下

の
参
加
資
格

の
あ
る
全
女
性
と
男
神

が
出
席
し
て
、
巫
の
司
祭
で
行
わ
れ
る
。
稲
作
の

不
可
能
の
久
高
島

で
は
、
か
つ
て
の
栽
培
作
物
は

麦
と
粟
で
あ

っ
た
か
ら
、

=
二
月
の
麦
穂

・
麦
大

祭
、
五
六
月

の
粟
穂

・
粟
大
祭
、
そ
し
て
他
の
地

方

の
八
月

「柴
差
」
祭
祀

に
あ
た
る
八
月

マ
ッ
テ

ィ
が
、
公
儀
祭
祀

で
あ
る
。
穂
祭
を
ソ
ー
ジ

マ
ッ

テ
ィ

(精
進
ま

つ
り
)、
収
穫
祭
を

マ
ッ
テ
ィ
と

う
ぶ
ま
　
み
き

呼
ぶ
。
七
月
ウ
プ

マ
ー
ミ
キ

(大
神
酒
の
意
)
と

十
月

マ
ー
ミ
キ
グ

ワ

(小
神
酒
)
は
、
島
の
男
性

神
職
の
長
と
も

い
う

べ
き
ソ
ー
ル
イ
ガ
ナ
シ

(二

年
交
代
で
二
人
選
出
さ
れ
る
島
の
漁
労
祭
祀
の
長
、

ハ
ベ
ー
ル
森

の
竜
宮
の
神
タ
テ
ィ
マ
ン
ノ
ワ
カ
グ

ラ
を
祀
る
)
が
主
催
し
巫
が
司
祭
す
る
大
漁
祈
願

祭
祀
で
、
島

の
ロ
ー
カ
ル
な
祭
祀

(『由
来
記
』

の
用
語
で
言
う

「
島
中
祭
祀
」
)
で
あ

る
。
四
九

月

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
の
遠
来
神

(ア
ガ
リ
ウ
プ
ヌ
シ

を
始
め
と
す
る
ニ
ラ
イ

・
カ
ナ
イ
の
神
々
)
を
島

に
迎
え
る
祭
祀
も
、
ア
ガ
リ
ウ
プ

ヌ
シ
と
い
う
神

職

(久
高
巫
が
兼
ね
て
い
た
が
、
死
去
に
よ
り
現

在
空
位
)
が
司
祭
す
る
島
中
祭
祀
で
あ
る
。

祭
祀
を
管
轄
し
た
王
府

の
側
か
ら
す
れ
ば
、
徴

税
手
段
の
五
穀

の
農
事
暦
祭
祀
が
公
儀
祭
祀
で
あ

り
、
全
国
津
々
浦
々
の
村

の
有
力
者

(根
所
)
の

家
に
祭
場
を
設
け
さ
せ
て
、
儀
礼
を

一
律

に
執
り
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祭場の赤い天蓋と白い天幕

行
う
と

い
う
の
が
、
『由
来
記
』
巻

一
に

「
於
諸

間
切
根
所
設
席
、
各
巫
座

シ
テ
、
以
有

祭
祀
」

(「王
城
公
事
」
二
月

[麦
穂
祭
]
、
三
月

[麦
大

祭
]、
五
月

[稲
粟
穂
祭
]、
六
月

[稲

粟
大
祭
]

の
条
)
と
あ
る
こ
と
の
実
態

で
あ
る

[伊
從
、

一

と
う
ん

九
八
七

a
]。
そ
の
祭

場
を
、
王
府

は

「殿
」
と

呼
ん
で
い
た
。
そ
の
時
祭
場

に
設
け
ら
れ
る
神
職

の
座

に
つ
い
て
は
、
王
宮
の
北
殿

(西

之
殿
)
に

設
け
ら
れ
る
稲
穂

・
稲
大
祭

の
神
職
の
座

に
つ
い

て

「御
タ
モ
ト
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る

(『由
来

記
』
巻

五
)。
後

に
見

る

よ

う

に
、
神

職

の
座

「タ
モ
ト
」

の
語
は
地
方

で
も
用

い
ら
れ

て
い
る
。

村
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
祭
祀
、
即
ち
、

村
の
釆
配
で
日
取
り
を
選
び
行
う
ロ
ー
カ
ル
な
祭

祀

(島
中
祭
祀
)

に
も
公
儀
の
祭
場
を
利

用
し
、

祭
場

の
舗
設
も
重
要
度
に
合
わ
せ
て
公
儀
祭
祀

に

(
9
)

倣

っ
て
い
た
よ
う
で
、
久
高
島
も
そ
う

で
あ

っ
た
。

即
ち
、
七
月
ウ
プ

マ
ー
ミ
キ
と
十
月

マ
ー
ミ
キ
グ

ワ
、
四
九
月

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
の
島
中
祭
祀

の
祭
場

に
も
、
外
間
根
所
と
御
殿
庭
が
使
用
さ
れ

る
の
で

あ
る

(
ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭
祀
本
祭

に
つ
い
て
は
外

間
根
所
の
み
)。

4
1
2

祭
場
の
本
態

"
舗
設
さ
れ
る
場

祭
祀
の
状
況
下
の
祭
場

の
様
態
が
日
常
態
と
異

な
る
の
は
、
端
的
に
神
職

の
座
の
設
営

に
あ
る
。

久
高
島
の
場
合
、
祭
場
の
舗
設
に
は
、
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
と
い
う
赤
い
天
蓋
が
外
間
根
所
拝
殿

(拝

殿
が
独
立
す
る
以
前
は
母
屋

一
番
座
)
や
外
間
巫

家

一
番
座

の
巫

の
座

の
上
に
張
ら
れ

(図
9
)、

外
問
拝
殿
庭
先

の
神
職
の
座

(タ
モ
ト
ミ
ャ
)
に

図9外 間拝殿 に張 られた赤色 のアカヤ ミョーブ1992年 八 月マ

ツテ イ

は
白
い
天
幕

(ミ
ョ
ー
イ

"

「御
覆

い
」
ま
た
は

「
日
覆

い
」)
が
張
ら
れ

る

(図
10
)。
そ

し
て
、

公
儀
祭
祀

の
祈
り
に
は
タ
モ
ト
ミ
ャ
に
は
、
神
職

の
腰
掛
け
る

「敷
き
タ
モ
ト
」
と
い
う
萱
の
束
が

敷
か
れ
る
。
御
殿
庭
で
は
常
設
の
神
ア
サ
ギ
と
い

う
土
間

の
祭
祀

小
屋

(図
6
)
が

あ
る
た

め
、

「白

い
天
幕
」
が
張
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ま
た
、

図10外 間祭庭 タモ トミャに張 られ る白色 ミョーイ(日 覆 い)

撮影:比 嘉康雄 氏1976年
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表1久 高島七マッティと主要祭祀における祭場舗設

旧暦 月 年中祭祀名 祭場
アカヤ ミョーブ

の有無

タモ ト庭の
ミョー イの

有無

シキダモ ト
の有無

1 正月 A(C、D) ○ 男神の座 ×

1
一

ソー ジ マ ッ ア イ A十B ○ 』 ・、 ..○.'「 』 .、'ρ.

3
一

マ ツア イ A十B ・ ◎ ・.・ ◇ ∴. つ 、1∫

4 ハ ンザ ナ シ ー A ○ (帆)男 神 の座 ×

5
一

ソ ー ジ マ ッ ア イ A十B ○ 』 .
、:○

一「1 1 』1、b二

6
一

マ ツ ア イ A十B ○ 、 滋σこ つ.

6/16 ミル ク グ ワ ッ テ ィ A+C(D) ○ ○男神加わる ×

7 ウ プ マ ー ミ キ A十B ○ × ×

8/12 八 月マ ッ テ ィ A十B
.○

.. .○ 弓 ∵Ol㌘

8/12 テ ー ラ ガ ー ミ B

男の祭、ハンチ

ャアタイー浜一
久高殿

一 一

8/15 十五夜(月 神祭祀) A(D) ○庭にも懸ける 男神の座 ×

9 ハ ン ザ ナ シー A(B) ○ (帆)男 神の座 ×

10 マ ー ミキ グ ワ A十B ○ × ×

注

祭祀 名:「 七 マ ッテ イ」

祭場 凡例:A(外 間 拝 殿)、B(御 殿 庭)、C(外 間巫 殿 内)、D(久 高巫 殿 内)

表 中括 弧 内 祭場 は 二 次的 祭場 を示 す

ア カヤ ミョー ブ:外 間拝 殿 、外 間巫 殿 内 の巫 の 座 に 張 られ る。御 殿 庭 に は張 られ な い

ミ ョー イ:外 間 拝 殿 タモ ト庭 の み

外
間
拝
殿
の
よ
う

に

「赤
い
天
蓋
」
を
張
る
べ
き

屋
内
祭
祀
場
も
な
い
か
ら
、
そ
れ
も
張
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
。
主
要
祭
祀
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
祭

場
の
舗
設
の
比
較
を
し
て
み
る
と
、
表
1
の
よ
う

に
な
る
。

こ
の
比
較
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
カ
ヤ
ミ

ョ

ー
ブ
は
こ
れ
ら
全
て
の
祭
祀
に
張
ら
れ
、
必
ず
し

も

マ
ッ
テ
ィ
の
公
儀
祭
祀
だ
け
に
限
ら
な

い
。
タ

モ
ト
ミ
ャ
の
ミ
ョ
ー
イ
は
、
四
九
月

ハ
ン
ザ
ナ
シ

図11タ モ トミャの神職装束 ハ ブイを被 り、白装束 に白鉢巻 で、

タモ トミャの敷 きタモ トに座 る神職達1992年 八月マ ッティ
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1
、
七
月
ウ
プ

マ
ー
ミ
キ
と
十
月

マ
ー
ミ
キ
グ

ワ

に
は
張
ら
れ
な

い
。
従

っ
て
、
王
国
時
代

の
公
儀

祭
祀

の
祭
場
舗
設

の
特
長
は
、
ミ

ョ
ー
イ
と

「敷

き
タ

モ
ト
」
の
使
用

に
あ

る
、
と
思
わ

れ
る
。

「敷
き
タ

モ
ト
」
を
使
用
す
る
際
は
、
年

齢
階
梯

的
に
上
位
の

「
タ
モ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
六
十
歳
台

の
女
性
達

(タ
モ
ト
ミ
ャ
に
座
す
)
の
服
装
も
、

う

ぶ

じ

ん

そ
れ

に
応

じ

て
最

も
格
式

の
高

い
白
装
束

に

し

る

さ

　

じ

し

ぢ

白

い
鉢
巻
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性

の
守
護
霊

図12祭 前 日に張 られるアカヤ ミョーブ 外間拝殿内部 に張 られ

た アカヤ ミョー ブ。拝殿 内部 の神 職 も、 タモ トミャの神職 も、 未

だ紺地衣装。 タモ トミャには ミョーイ も張 られて いない。八 月マ

ッティ前 日 「子時之御願(に 一ん とうちぬ うがん)」1992年

が
憑
依
し
て
い
る
標
し
の
ハ
ブ
イ
と

い
う
ト
ウ
ツ

ル
モ
ド
キ
の
冠
を
被
る

(図
11
)。

外
問
拝
殿
で
は
、
拝
殿

(根
所
の
か
つ
て
の

一

番
座
と
二
番
座
座
敷
が
別
棟

に
分
化
し
た
も
の
)

の
ク

ニ
ガ
ミ
の
座
と
庭
先
の
タ
モ
ト
ミ
ャ
と
庭
全

体

が
祭
場

と
な
り
、
そ

の
全
体

を

「殿
」
と
も

「
ミ
ャ

(庭
)
」
と
も
呼
ぶ
。
ク

ニ
ガ
ミ
の
座
に
は

祭
日
の
前
日
に
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
が
張
ら
れ

(図

(
10

)

12
)
、

祭

祀

の
期

間

は

そ

の

ま

ま

で
置

か

れ

る
。

図13伊 是 名島諸 見 の ヲヒヤ家(根 所)母 家(左)と 神 ア サ ギ(右)

1985年

伊
是
名
島
や
久
米
島
の
稲
大
祭
の
祭
場
と
比
較
し

て
言
え
ば
、
外
間
拝
殿
の
祭
場
構
成
は
、
伊
是
名

島

の
村
の
ヲ
ヒ
ヤ
家
の

一
番
座
座
敷
火
神
の
祭
場

と
庭
先
の
神
ア
サ
ギ
と
い
う
祭
祀
小
屋
の
組
み
合

わ
せ

[伊
從
、

一
九
八
七
b
]
(図
13
)
や
久
米
島

西
銘
の
ヲ
ヒ
ヤ
家
火
神
祭
壇

(二
番
座
座
敷
)
と

庭
先

の
ロ
ー
カ
屋

(図
14
)
と
い
う
仮
設
祭
祀
家

屋
の
組
み
合
わ
せ
の
祭
場
構
成

[伊
從
、

一
九
八

九
]
と
相
同
的

で
、
『由
来
記
』
に
記

さ
れ
る
人

図14久 米 島西銘 ヲヒヤ家 と前庭 に仮設 されるローカ屋(祭 祀小

屋)1987年
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家
を
祭
場
と
す
る
場
合

の
基
本
原
則
に
則

っ
て
い

る
。
祭
祀
過
程
も
、
座
敷
の
火
神

へ
の
祭
祀

(久

高
の
場
合
は
火
神
と

「ウ
プ
グ
イ
」

へ
の
祭
祀
)

と
庭
先
で
の
神
酒
の
饗
応

の
二
段
階

に
分
か
れ
る
。

火
神
祭
祀
は
、
当
該

の
家
屋
の
祭
場
を
管
轄
す

る
神
職

(外
間
拝
殿
の
場
合

「根
神
」
、
現
在
空

位
)
が
司
祭
し
、
庭
に
移
る
と
神
餞
饗
応

は
巫
の

司
祭
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
伊
是
名
島

で
も
久

米
島

で
も
、
稲
祭
祀
の
二
段
階
儀
礼
の
特

徴
と
し

て
確
認
し
た
こ
と
が
あ
る

[伊
從

一
九

八
七
b

"

四
三
]
[同

一
九
八
九

二

五

一
]。
久
高
島

の
外
間

拝
殿

の
火
神
礼
拝
を
司
祭
す
る
根
神
は
、
庭

に
移

動
し
た
と
き
、
庭
中
央
の
神
餞
を
清
め

る
外
間

・

久
高
巫
と
は
行
動
を
共
に
せ
ず
、
他

の
タ

モ
ト
神

と
同
様
、
タ

モ
ト
ミ
ャ
で
待

つ

(図
15
)。
タ

モ

ト
ミ
ャ
と
御
殿
庭
の
神
ア
サ
ギ
で
の
神
職
配
座
は
、

方
向
は
変
化
す
る
も
の
の
席
順
は
変
わ
ら
な

い
。

伊
是
名
島

の
神
ア
サ
ギ
の
席
順
や
、
久
米
島
ヲ
ヒ

ヤ
家
庭
先
の
ロ
ー
カ
屋
の
席
順
で
確
認
し
た
こ
と

と
同
様
、
タ
モ
ト
ミ
ャ
と
神
ア
サ
ギ
は
巫
司
祭
の

巡
回
儀
礼
を
繰
り
返
す

「
殿
回
り

(と
う
ん
ま
ー

い
)」
の
均
質
な
儀
礼
空
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。儀

礼

の
場
の
物
理
的
な
構
造
か
ら
言
え
ば
、
伊

是
名
島

の
ヲ
ヒ
ヤ
家
庭
先

の
神
ア
サ
ギ

(図
13
)

は
常
設
の
祭
祀
小
屋
、
久
米
島

の
ロ
ー
カ
屋

(図

14
)
は
ヲ
ヒ
ヤ
家
の
庭
先

に
も
公
蔵
跡

「蔵
下
」

の
祭
場
に
も
建
て
ら
れ
る
仮
設
小
屋
で
あ
る
。
久

高
島
外
間
拝
殿
の
庭
先

の
タ
モ
ト
ミ
ャ
に
張
ら
れ

る
ミ

ョ
ー
イ
は
久
米
島
の
仮
設

ロ
ー
カ
屋
に
相
当

し
、
御
殿
庭
の
神
ア
サ
ギ
は
伊
是
名
島

の
神
ア
サ

ギ

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
常
設
か
仮
設
か

の
相
異
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
儀

礼
の
場
と
し
て
、
外
間
殿
の
タ
モ
ト
ミ
ャ
と
御
殿

庭
の
神
ア
サ
ギ
は
、
共
に
祭
祀

の
状
況
下

に
お
い

て
神
座

(敷
き
タ
モ
ト
)
を
設
け
る
場
所
と
い
う

同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

外
間
拝
殿
と
御
殿
庭

の
相
異
は
、
む
し
ろ
家
屋

部
分
の
祭
場
の
有
無

に
関
わ
る
。
現
在
の
御
殿
庭

に
は
、
白
樽
拝
殿

(白
樽
と
フ
ァ
ー
ガ
ナ
シ
は
島

の
開
祖
の
夫
婦
、
両
者

の
香
炉
が
祀
ら
れ
る
)
と

い
う
家
の
代
わ
り
を
す
る
祭
祀
小
屋
が
イ
ザ
イ
山

を
背

に
し
て
右
側
に
建

っ
て
い
る
が

(図
5
)、

建
設
は
最
近

の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
、
向
か

っ

て
左
の
バ
イ
カ
ン
ヤ
と
い
う
イ
ラ
ブ
鰻

の
燻
製
小

屋

(久
高
巫
の
所
有
)
に
白
樽
の
香
炉
が
祀
ら
れ

記号凡例(空 位は1993年 現在)

6

Φ
6
0
▲

H

㎞

K

M

Ni

S

Ti

A

Hn

Nh

Nk

Hr

Up

巫、根神

外間巫

外 間根神(空 位)

久高巫(空 位)

ウメーギ(補 佐役)

居神

タモ ト神

男性神職

村頭

ニ ブ トゥイ

ソールイガナ シ

チチヤ ウフヌシ(空 位)

アカチ ュミ

緬 叡 ガナシ](細
久高根人(空 位)

ハ ラマ ン(空 位)

ウプ シュ(引 退海人)

注記

1)嬲 獺1糧図は[沖 縄教育委員会、1979]に 依拠した。

2)外 間拝殿、御殿麟 車アサギ平面 ま、1970年代の建物

の間取りを筆者が復元した。

3)1970年代の神職配座は、[比 嘉1燮)3下]を参照し、

筆者の19924年 の観察を付加 した。

4)図 中の矢印は、臠1過 程における巫の移動を示す.
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図15 七マッティにおける祭場の神職配座

外間祭庭

御殿庭
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て
い
た
。
即
ち
、
御
殿
庭
に
は
、
外
間
根
所

の
拝

殿

(別
棟
化
す
る
以
前

は
母
屋
の

一
番
座
)

に
相

当
す
る
住
居
祭
場
が
欠
け
て
い
る
。
即
ち
ア
カ
ヤ

ミ
ョ
ー
ブ
を
掛
け
る
べ
き
住
居
祭
場
が
無

い
の
で

(
11

)

あ
る
。
儀
礼
に
も
、
外
間
拝
殿
で
の
火
神

・
ウ
プ

グ
イ

・
床

の
拝
礼
に
相
当
す
る
過
程
が
な

く
、
直

ち
に
神
ア
サ
ギ
で
の
饗
応
儀
礼
に
入
る
。
神
職

の

配
座
を
比
較
し
て
み
よ
う

(図
15
)。

年
中
祭
祀
の
際
、
外
間
で
は
拝
殿
の
二
番
座

に

座
し
て
い
る
居
神
と
い
う
神
職
は
、
御
殿
庭
で
は

白
樽
拝
殿

の
前
に
座
す
。
外
間
拝
殿
に
向

か

っ
て

右
側
に
座
す
ソ
ー
ル
イ
ガ
ナ
シ
と
拝
殿
前

の
庭

に

南
面
し
て
座
す
男
性
神
職
は
、
御
殿
庭
で
は
神
ア

サ
ギ
に
向
か

っ
て
左
側

に
南
北
に

一
列
に
東
向
き

で
並
ぶ
。
タ
モ
ト
ミ
ャ
で
の
女
性
神
職
の
配
座
は
、

両
巫
が
北

(実
際
は
東
北
東
)
の
拝
殿
を
向
く
形

で
、
巫
の
右
側

(東
側
)
が
外
間
系

の
タ

モ
ト
神

の
女
性
達
、
左
側

(西
側
)
が
久
高
系
の
タ
モ
ト

神
の
女
性
達
が
年
齢
順
に
座
す
。
御
殿
庭

で
は
、

逆
に
、
両
巫
は
南
面
す
る
形
で
神
ア
サ
ギ

の
中

に

座
す

(左
右
の
外
間
、
久
高
系
の
女
性
タ

モ
ト
神

職
の
相
対
的
配
置
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
、
東

西
は
逆
転
す
る
)。

即
ち
、
外
間
拝
殿
で
は
神
職
は
南
面
し
、
タ
モ

ト
ミ
ャ
の
神
職
は
北
面
し
、
祭
庭
全
体
と
し
て
は

対
面
方
式
の
庭

の
な
か
で
閉
じ
た
儀
礼
の
場
所
を

生
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
御
殿
庭
で
は
、
神

ア
サ
ギ
の
配
座
と
居
神
の
向
き
は
共
に
南
向
き
、

男
性
神
職
は
東
向
き
、
ウ
プ
シ

ュ
と
い
う
海
人
を

引
退
し
た
男
性
達
は
東
側
に
西
向
き
に
座
る
か
ら
、

御
殿
庭
は
南
に
向

い
た
逆
三
角
形
状
の
祭
場
空
間

を
形
成
し
、
南
に
開

い
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、

巫
達
と
正
対
す
る
登
場
人
物
が
い
な
い
か
ら
、
こ

の
配
置
は
南
か
ら
北

に
向
い
て
神
ア
サ
ギ
を
眺
め

る
第
三
者
の
視
線
を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う

に
見

え
る
。
外
間
殿
で
は
祭
庭
は
完
結
し
て
い
て
観
客

を
予
想
し
て
い
な
い
が
、
御
殿
庭
は
北
向
き
の
観

客
の
視
線
を
予
測
し
て
い
る
。

御
殿
庭
は
イ
ザ
イ
ホ
ー
の
祭
場
で
も
あ
る
。
年

中
行
事

の
御
嶽
上
り
で
さ
え
、
男
子
禁
制
と
秘
儀

的
な
性
格

(七

マ
ッ
テ
ィ
の
御
嶽
上
り
、
そ
し
て

十

一
月
フ
バ
ワ
ク
は
毎
年
行
わ
れ
る
小
イ
ザ
イ
ホ

ー
行
事

[畠
山

一
九
九

一
"
五
九
幵
]
で
も
あ
る
)

を
保
持
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
イ
ザ
イ
ホ
ー
の

儀
礼
は
余
り
に
集
落
に
近

い
祭
場
で
行
な
わ
れ
、

し
か
も
観
客
を
予
想
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
劇
的

で
あ
り
過
ぎ
る
こ
と
の
理
由
は
、
今
迄
問
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
御
殿
庭
と
い
う
祭
場
名
に
窺
わ
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
場
所
は

一
六
七
七
年
に
壊
却
さ

れ
た
久
高
島

の
聞
得
大
君
の
御
殿
跡
地

の
可
能
性

が
あ
り
、
そ
う

で
あ
れ
ば
、
こ
の
島
の
祭
祀
を
司

祭
し
た
聞
得
大
君
や
王
族
や
祭
祀
官
吏
が
こ
の
島

を
訪
れ
た
際
、
年
中
祭
祀
を
眺
め
る
位
置
が
あ

っ

た
は
ず
で
あ
る
。
御
殿
庭
は
そ
の
よ
う
な
特
異
な

祭
礼
空
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
祭
場
の
舗
設

に
用
い
ら
れ
る
ア
カ

ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
、
ミ

ョ
ー
イ
が
、
王
府
祭
祀
や
他
の

地
方

の
祭
場
舗
設
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る

か
を
順
次
考
察
し
て
行
こ
う
。
主
要
祭
祀

に
は
外

問
拝
殿
の
ク
ニ
ガ
ミ
の
座
の
上
に
掛
け
ら
れ
る
ア

カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
が
、
八
月
十
五
夜
の
場
合
に
は
普

段
と
は
異
な

っ
た
使
わ
れ
方
を
す
る
。
そ
れ
も
検

討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

4

1

3

ア

カ

ラ

屏

風

と

ア

カ

ヤ

ミ

ョ
ー
ブ

ミ

ョ
ー

ブ

と

は
、

沖

縄

方

言

で

は

「
屏

風

」
、
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ア
カ
ラ
と
は
必
ず
し
も
色
彩
の

「赤
」
を

い
う
も

の
で
は
な
く
、
「美
し

い
」
と

い
う
美
称
辞

「ア

カ
]

に

「ラ
」
と
い
う
状
態
を
示
す
接
尾
語
が
付

い
た
も
の
で
あ
る

[外
間

・
西
郷
、

一
九
七
二

"
五

二
〇
]。
し

か
し
、
以
下
に
見

る
よ
う

に
、
民
俗

的
に
は

「
ア
カ
ラ
」
が

「赤
」

に
転
化

し
て
い
る

事
例
が
見
い
だ
せ
る
。
す
る
と
、
「
美
し

い
屏
風
」

が
、
何
故
久
高
島

で
は

「赤

い
天
蓋
」

と
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
折
口
信
夫
が
大
正
十

(
一
九
二

一
)
年
に
島

を
訪

れ
た
際
、
外
間
巫
家

の
神
殿

(
一
番
座
)
に
こ
の

「
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
」
が
掛

か

っ
て
い
た
こ
と
を

ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る

[折
口

(
一
九
二

一
)

一
九
七
六
、
巻
十
六

"
一
六
八
]
(図

16
)。
そ
れ
は
、
御
嶽
で
の
祭
祀
に
用

い
る

「
お

ら
ん
さ
」
即
ち

「涼
傘
」
(貴
人
や
神
人

に
差
し

掛
け
る
日
傘
)
と
同
じ
も

の
と
当
時
の
久
高
巫
の

夫
が
折
口
に
教
示
し
て
い
た
。
大
正
年
間
に
は
、

「
ミ
ョ
ー
ブ
」
が
神
職
の
座
の
天
幕
様

の
も

の
と

図16折 口信夫 の外 間 巫 殿 内 の ス ケ ッチ 折 口 が、大 正10年

(1921年)7月19-20日 頃、久高 島を訪ねた 際、アカヤ ミ ョー ブ

が張 られていた外間巫殿内。 その時、 島では六 月マ ッテ ィか ら ミ

ルクグ ワッテ ィの一連祭祀 の最 中であった

理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

表
1
に
見
た
よ
う
に
、
七
マ
ッ
テ
ィ
の
主
要
公

儀
祭
祀
ば
か
り
か
、
正
月
、
四
九
月
の

ハ
ン
ジ

ャ

ナ
シ
に
も
ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
と
い
う
赤

い
天
幕
が

外
間
拝
殿
の
ク

ニ
ガ
ミ
の
座

の
上
に
吊
ら
れ
る
。

正
月
元
旦

(旧

正
月
)
の

「
タ
ミ
ヤ
ウ
ガ

ミ
」

(外
間
・久
高
両
巫
殿
内

の
初
参
り
)
と
六
月
ミ
ル

ク
グ
ワ
ッ
テ
ィ

(「新
六
月
」

の
意
)
の
時

に
は
、

巫
殿
内
の
ウ
プ
グ
イ

(
一
番
座
座
敷
)
に
も
吊
ら

れ
る

(図
17
)。
ま
た
、
六
月

マ
ッ
テ
ィ

(中

の

壬
・癸
)
と
ミ
ル
ク
グ
ワ
ッ
テ
ィ

(六
月
十
六
日
)

(
12

)

の
問
、
八
月

マ
ッ
テ
ィ
の
前
日
九
日
か
ら
十
五
夜

図17六 月 ミルクグ ワッテ ィ 外間巫殿 内ウプグ

イ に張 られ るア カヤ ミョー ブ1994年7月24日

(旧6月16日)正 面 は巫火神
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ま
で
は
、
ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ

は
外
間
拝

殿
の
ク
ニ

ガ
ミ
の
座
に
吊
ら
れ
た
ま
ま
で
置
か
れ
る
。

さ
て
、
四
九
月
の
ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭

祀

(遠
来

神
の
歓
迎

・
歓
送
祭
祀
)
三
日
目
の
本

祭
に
、
外

間
殿
で
行
な
わ
れ
る
神
遊
び

(ア
カ

ハ
ン
ジ
ャ
ナ

シ
)
の
時
に
歌
わ
れ
る
ア
ガ
リ
ウ
プ
ヌ

シ
の
テ
ィ

ル
ル
に
次
の
よ
う
な
句
が
あ
る
。

[
原
文
]

…
フ
カ
マ
シ
ー
ガ

マ
ウ
ル
ミ
ヤ
ー

ア
カ

(ヤ
)
ミ

ョ
ー
ブ

ウ ギ

サ_

ギ チ
ノ)

1ン

チ ガ

ミ
ヨ

τ

ブ

 

[開
読
文
]

外
間
根
人
が

大
切
に
守
る
真
庭
に

赤

ら

ミ

ョ
ー
ブ

を

立
派
な

(君
の
)
ミ

ョ
ー
ブ
を

押
し
上
げ
申
し
て

●

●

●(開

読

文

は
、

[畠

山

一
九

八

一
]

[比

嘉

一
九

九

三
]

を
参

照

し
た
。

傍
線
引

用

者
)

こ

の

テ

ィ

ル

ル

に
歌

わ

れ

る

「
ア

カ

(
ヤ
)

ミ

ョ
ー

ブ

」

は

、

「
立

派

な

(
ま

た

は

、

大

君

の
)

ミ

ョ
ー
ブ

」

と

対

に

な

っ
て
謡

わ

れ

て

い

る
。

テ

ィ

ル

ル

の
別

の
聞

き

書

き

に

よ

れ

ば

、

「
ギ

ン

ガ

ち

ん

ミ

ョ
ー
ブ
」

の
部
分
は
、
「
君
が
ミ

ョ
ー
ブ
」
と

記
録
さ
れ
て
い
る

[比
嘉

一
九
九
三
下

"
一
一
五
、

二

一
〇
]
。
後
者

の
場
合
、
「
君
」
と
は
か

つ
て
こ

の
島
の
祭
祀
を
司
祭
し
た
聞
得
大
君
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
引
用
部
分
は
次

の
よ
う
な
意
味

に
な
る
。

即
ち
、
「美
し
い
ミ

ョ
ー
ブ
、
大
君
よ
り
賜

っ
た

ミ
ョ
ー
ブ
を
、
外
間
根
人

の
祭
場
に
、
捧
げ

(置

き
)
申
し
て
」
。
「ウ
サ
ギ
ノ
ー
チ
」
と
は
、
祭
祀

の
供
物
な
ど
を

「慎
ん
で
捧
げ
る
」
と
い
う
よ
う

な
謙
譲
表
現
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
由
緒

の
あ

る
も
の
を
捧
げ
る
行
為
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
今
日
、
確
か
に

「
ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
」
は

赤

い
天
蓋
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
見
る
よ
う
に
、

王
府
儀
礼

に
登
場

す
る

「ミ

ョ
ー
ブ
」
は

「屏

風
」
で
あ
る
。
立
て
て
置
か
れ
る
屏
風
が
、
横
に

吊
ら
れ
る
赤

い
天
蓋
に
、
ど
の
よ
う
に
置
き
換
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
久
高
島

で
も
八
月
十
五
夜
だ
け
、

ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
が
垂
直
に
下
げ
ら
れ
る
。
十
五

夜
は
八
月

マ
ッ
テ
ィ
の
最
終
日
、
月
は
女
性

の
祀

る
神
格
で
あ
る
。
外
間
拝
殿
の
ク

ニ
ガ
ミ
の
座

に

は
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ

(天
蓋
)
が
既
に
八
月
九
日

か
ら
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
十
五
日
の
夕
刻
、
日
も

沈
む
頃
、
祭
場
の
東
側

の
デ
イ
ゴ
の
木
と
外
間
根

所
の
母
屋
の
間
に
竿
が
掛
け
ら
れ
、
三
個

(か
つ

て
七
個
)
の
提
灯
と

一
枚

の
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
が

掛
け
ら
れ
る

(図
19
)。
外
間
拝
殿
の
軒
先
に
も
、

別
の
ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
が
掛
け
ら
れ
る

(図
20
)。

外
間
巫
家
か
ら
ウ
プ
グ
イ
の
大
香
炉
が
運
ん
で
こ

ら
れ
、
拝
殿

の
ミ
ウ
プ
グ
イ
ミ
ン
ナ
カ
の
大
香
炉

と
と
も
に
拝
殿

の
軒
に
並

べ
ら
れ
、
島

の
十
五
歳

以
上
の
成
人
男
子

(正
人
)
の
数
だ
け
線
香
が
灯

さ
れ
る

(図
18
)。
こ
れ
は
、
こ

の
二

つ
の
ウ
プ

グ
イ
の
大
香
炉
が
島
の
各
家

の
ト
ゥ
パ
シ
リ
の
香

炉

(家
庭
の
主
婦
が
祖
母
か
ら
引
き
継
ぐ
先
祖
霊

の
香
炉
)
を
代
表
し
て
い
る
か
ら
で
、
家

の
男
達

を
守
護
す
る
ウ
ナ
リ
神

(主
婦
)
の
象
徴
と
し
て

の
月
神
を
祀
る
十
五
夜
祭
祀
を
、
こ
の
外
間
殿
で

代
表
し
て
行
う

の
で
あ
る
。
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先
ず
、
月
が
昇
る
と
思
わ
れ
る
頃
、

餅
を
並

べ

た
高
膳
を
前
に
庭

の
中
央

に
東
向
き
に
並
ん
だ
ク

ニ
ガ
ミ
と
居
神
達
は
、
東

に
向

か
っ
て
礼

拝
を
な

す

(図
19
)。
神
酒
を
酌

み
交

わ
し
、
礼

拝

が
終

了
す
る
と
、
次

に
拝
殿
に
正
対
す
る
庭

の
真
中
に

席
を
移
し
、
礼
拝
を
繰
り
返
す

(図
20
)。
こ
の

間
、
タ
モ
ト
ミ
ャ
に
は
、
女
性
神
職
で
は
な
く
男

性
神
職
が
座
し
て
い
る

(図
19
)。

十
五
夜

の
時

に
だ
け
、
垂
直

に
掛
け

ら
れ
る

「
ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
」
と
は
、

一
体
何
な

の
で
あ

図18八 月十五 日 外 間拝殿軒 下の外間巫 ウプ グイ大香炉

(左)と 外 間拝 殿 ミ ウプ グ イ ミン ナ カ の 大 香 炉(右)

1994年9月20日(旧8月15日)

ろ
う
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
女
性
神
職
の

座
す
場
所
に
張
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
省
略
さ
れ

て
竿
に
吊
る
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う

[比

嘉
、

一
九
九
三
下

"
二
八
四
]
。
他
の
主
要
祭
祀
に

張
ら
れ
る
ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
は
外
間
拝
殿
室
内
に

張
ら
れ
る
の
に
対
し
、
こ
の
十
五
夜
に
だ
け
外
に

吊
ら
れ
る
の
は
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
首
里
王
城
八

(
13

)

月
十
五
夜
祭
祀

の
祭
場
舗
設

の
記
述

で
あ

る
。

図19八 月十五 夜東方礼拝 外間庭東側 に吊られるアカヤ ミョー

ブ。東拝 するクニガ ミと居神。手前右 は二人 のソールイガ ナシ。

1994年9月20日

『聞
得
大
君
御
殿
并
御
城
御
規
式
御
次
第
』
(
一
八

七
五
年
)
十
五
夜
の
条

に
、

八
月
十
五
日
、
後
之
御
庭

二
金
之
御
屏
風

二

而
、
御
残

「桟
]
敷
構
、
天
地
之
御
祭
被
游

と
あ
る
。

首
里
城

の
禁
裏
で
あ
る
御
内
原
の
庭

「後
之
御

庭
」
に
、
「金
之
御
屏
風

二
而
、
御
桟
敷
構
」
が

設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
月
は

一
般

に
女
性
の
守

図20八 月十五夜拝殿礼拝

軒下の二つの大香炉

拝殿軒 先に吊 られ るアカヤ ミョーブ。
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護
霊
で
あ
る
。
か
つ
て
は
大
君
も
通

っ
て
い
た
久

高
島
で
あ
る
か
ら
、
王
府
か
ら
十
五
夜

の
礼
拝
儀

礼
の
舗
設
方
法
が
伝
わ

っ
て
い
て
も
お
か
し
く
は

な
い
。
す
る
と
、
久
高
島
の
十
五
夜

に
外

に
吊
ら

れ
る
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
は
、
庭
に
設
け
ら

れ
る
桟

敷
の
舗
設

に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
推
測

で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
「金
之
御
屏
風
」
で
祭
場

を
囲
う

こ
と
は
、
王
族
神
職
の
関
与
す
る
祭
祀
や
首
里
城

の
祭
祀

一
般

の
祭
場
舗
設

(別
稿
を
準
備

中
)
に

し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

例
え
ば
、
王
国
最
高
神
女
聞
得
大
君

の
就
任
儀

礼

「御
新
下
り
」
の
際
の
与
那
原
祭
場
の
仮
設
祭

祀
家
屋
三
棟
の
大
君
の

「御
座
構
」
は
次

の
よ
う

で
あ

っ
た

[『聞
得
大
君
加
那
志
様
御
新
下
日
記
』

一
八
四
〇
年
]。

御
本
殿

"

「聞
得
大
君
加
那
志
様
御
座
敷
者
、
御
本
座
、

西
向

二
、
赤
絲
縁
御
畳
壹
枚
敷
、
上

二
黄
縫

物
縁
御
莚
壹
枚
敷
、
留
か
ね
差
合
候
。
御
座

内
、
東
表
ヨ
リ
北
表
壁
付

二
、
金
之
屏
風
壹

双
立
合
候
事
」

与
那
古
濱
神
之
庭
御
仮
屋

(祭
祀
小
屋
)

"

「御
仮
屋
三
方
金
之
屏
風
壹
双
立
、
外

ヨ
リ

幕
引
廻
シ
、
前
者
幕
し
ふ
り
候
事
」

親
川
御
仮
屋

(祭
祀
小
屋
)

"

「
(同
右
)」

(傍
線
部
引
用
者
)

「御
本
殿
」
は
休
憩
所
で
あ
る
が
、
親
川
御
仮
屋

で
は
聖
水

に
よ
る

「御
水
撫
で
」
が
行
な
わ
れ
、

与
那
古
濱
神
之
庭
御
仮
屋
で
は

「東
方
遥
拝
」
が

行
な
わ
れ
る

[伊
從

一
九
九
三

…
三
九
]。
何
れ
の

場
所
で
も
、
大
君

の
座
所

に
は

「金
之
屏
風
壹

双
」
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
親
川

と
与
那
古
濱
神
之
庭
の
仮
屋
に
は
床
は
な
く
、
砂

を
二
、
三
寸
上
げ
、
ね
く
ふ
く
筵
を
下
敷
き
に
し
、
.

畳
を
二
枚
敷
き
合
わ
せ
、
そ
の
上
に

「赤
絲
縁
御

畳
」
を

一
枚
、
さ
ら
に

「黄
縫
物
縁
御
筵
」
を

一

枚
重
ね
る
。
広
さ
は

「六
尺
角
」
即
ち
二
畳
、
構

造
は
貫
屋
構
で
、
柱
は
掘
立
、
壁
は
無
し
、
真
萱

で
と
ま
編
み
に
し
、
屋
根
も
真
萱
で
葺

い
た
。
外

側
を
幕

で
引
き
廻
し
、
入
り
口
を
幕
し
ぼ
り
、
中

に

「金

の
屏
風
」
を

一
双
立
て
た
二
畳
の
祭
祀
小

屋
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
聞
得
大
君
の
御
新
下
り
儀
礼
の
際
に
、

斎
場
御
嶽

に
仮
設
さ
れ
る
御
待
御
殿

(与
那
原

の

「御
本
殿
」
に
相
当

す
る
)
の
大

君

の
御
座

に

「金
之
屏
風
」
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
、
琉
球
国

王
が
当
該
地
方
を
行
幸
す
る
と
き
に
斎
場
御
嶽
で

歌
わ
れ
た
と
い
う

「ア
ガ
リ

ユ
ウ
」
の
歌
謡

に
、

次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

[原
文
]

さ
い
は
森

さ
い
は
御
嶽
…

拾
尋
御
殿

八
尋
御
殿
…

糸
す
だ
い

玉
す
だ
い

巻
げ
れ
ば

挑
げ
れ
ば

あ
か
ひ
だ
た
ん

し
ろ
ひ
だ
た
ん

し
き
な
み
て

な
み
し
ち
ゃ
ゐ

金
の
お
な
ふ
ぶ

赤
ら
お
な
ふ
ぶ

た
て
ま
わ
ち

ひ
き
ま
わ
ち

[う
り
]
が
み
う
ち

う
り
が
お
ま
ん
な
か

な
ん
じ
や
[ぢ
ゃ
]く

こ
が
ね
[ぢ
凵
や
く

え

え

居
し
[並
]
て

並
み
居
し
て

[現
代
語
開
読
]

斎
場
森

斎
場
御
嶽
…

拾
尋
御
殿
の

八
尋
御
殿
の
…

糸
簾
を

玉
簾
を
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巻
き
上
げ
る
と

か
ら
あ
げ
る
と

赤
縁
畳
を

白
縁
畳
を

敷
き
並
べ
て

並
べ
敷

い
て

金
の
御
屏
風
を

赤
ら
御
屏
風
を

立
て
回
し
て

引
き
回
し
て

そ
れ
の
御
内
に

そ
れ
の
御
真
中

に

銀
酌
を

黄
金
酌
を

据
え
並
べ
て

並

べ
据
え
て

図21聞 得大君御新下り儀礼、斎場御嶽御待御殿舗設図 部屋内
部に 「比朱引屏風構」とある。琉球大学附属図書館蔵

(
14

)

[外
間

・玉
城
、

一
九
八
○
、
ク
ェ
ー
ナ
三
二
凵

こ
の
御
待
御
殿

の
平
面
図

(図
21
)
が
、
琉
球

大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の

『女
官
御
双
紙
』
筆
写

本

の
付
録
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
幅
七
問
奥
行
き

二
間
の
仮
設
建
物
で
、
三
部
屋
に
分
か
れ
て
い
た
。

部
屋
内
に

「屏
風
構
」
と
あ
り
、
蒲
葵

の
葉
で
葺

か
れ
た
壁

の
内
側
に
、
屏
風
が
立
て
ら
れ
た
。
垣

で
囲
わ
れ
た
前
庭
に
向

か
っ
た
柱
間
五
間
に
は
、

内
に
障
子
、
外
に
雨
戸
、
簾
が
掛
か
り
、
さ
ら
に

「し
ぶ
り
幕
」
が
掛

か

っ
て
い
た
。
御
新
下
り
の

「御
名
付
け
」
儀
礼
で
聞
得
大
君
の
霊
格
を
身

に

付
け
た
王
妃
は
、
こ
の
御
待
御
殿
に
戻

っ
て
仮
眠

す
る
の
で
あ
る
が
、
御
新
下
り
儀
礼

の
司
祭
久
高

巫
や
御
名
付
け
儀
礼
の
執
行
者
で
あ
る
外
間
巫
は
、

次
の
間

に
控
え
た

[山
内

一
九
七

=

三
三
四
丘
]

[鎌
倉

一
九
八
二

"
八
七
]。
次

の
間

に
も
、
蒲
葵

の
葉

で
葺
か
れ
た
壁
の
前
に
屏
風
構
え
が
な
さ
れ

て
い
た
か
ら
、
そ
れ
を
久
高
島

の
巫
女
は
見
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。

上
の
ク

ェ
ー
ナ
で
、
「金

の
御
屏
風
」
が

「あ

か
ら
御
屏
風
」
と
対
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
点
が

重
要
で
あ
る
。
表
記

「
お
な
ふ
ぶ
」
は
、
発
音
上

は

「
ミ
ョ
ー
ブ
」
と
な
る
。
即
ち
、
語
源
と
し
て
、

久
高
島

の

「
ア
カ
ラ
ミ
ョ
ー
ブ
」
は
、
「金

の
屏

風
」
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
。
し
か
も
、
斎
場

御
嶽
で
の
御
新
下
り
儀
礼

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で

あ
る

「御
名
付
け
」
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
祭
場

「大
庫
裡
」

[玉
城
、

一
九
七
五
]
の

「仮
屋
」
は
、

上
に
引

い
た
与
那
古
濱
神
之
庭
御
仮
屋
と
同
じ
よ

(15
)

う
な

「御
座
構
」
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、

し
か
も
儀
礼
の
司
祭
と
御
名
付
け
の
執
行
者
は
久

高
巫
と
外
間
巫

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
よ
く
見
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。

と
い
う

の
は
、
斎
場
御
嶽
で
の
御
新
下
り
の
儀

礼
の
祭
場
巡
回
時
に
謡
わ
れ
る

「
ク

ェ
ー
ナ
」
と

い
う
歌
謡
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
、
「大
庫
裡
」

祭
場

の
句
が
あ
る
。

[
原
文
]

大
庫
裡
に

御
す
し
ま
く
や

み
ち
や
た
か
ら

て
や
か
り
め
せ
う
れ
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[現
代
語
開
読
]

大
庫
裡

(「御
名
付
け
」

っ
し
ゃ
い
ま
せ

の
祭
場
)

に
い
ら

御
す
ぢ

(霊
力
)

[を
授
け
る
]
幕
屋
は

み
ち
や
た
か
ら

(意
味
不
詳
)

照
り
上
が
り
下
さ

い

「御
嶽
内
御
願
所
ニ
テ
ノ
コ
エ
ナ
」
[
ク
エ
ー
ナ

三
六
]

前
稿

[
一
九
九
三

"
四
三
]
で
考
察

し
た
よ
う

に
、
与
那
原
と
斎
場
御
嶽

で
の
儀
礼

の
相
同
構
造

か
ら
し
て
、
こ
の

「大
庫
裡
」
の
祭
場

に
仮
設
さ

れ
る

「
お
す
し

(御
筋
)
幕
屋
」
は
、
与

那
原
同

様
、

二
畳
敷
で
周
囲
に
幕
を
張
り
巡
ら
せ
、
内
に

金
屏
風
を
立
て
た
仮
屋
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
当
然
、
儀
礼
を
司
祭
す
る
久
高
巫

や
外
間

巫
は
、
こ
の
祭
場
設
営
を
見
て
帰

っ
た
は
ず
で
あ

る
。以

上
で
、
久
高
島
の
巫
が
関
わ

っ
た
王
府
儀
礼

の
仮
設
祭
祀
家
屋
の
舗
設

に
、
金
の
屏
風
が
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
祭
祀
歌
謡
に

「
ア
カ
ラ
ミ

ョ

ー
ブ
」
は

「金

の
屏
風
」
と
対
で
謡
わ
れ
て
い
る

こ
と
、
久
高
島
と
王
城
の
十
五
夜
祭
祀
に
お
い
て
、

外
部
の
桟
敷
で

「金

の
屏
風
」
ま
た
は

「
ア
カ
ラ

ミ
ョ
ー
ブ
」
が
神
職

の
座
の
舗
設

(「屏
風
構
」
)

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

す
る
と
、
主
要
な
祭
祀

の
折

に
、
久
高
島
の
祭
場

の
ク

ニ
ガ
ミ
の
座

の
上
に
張
ら
れ
る
ア
カ
ヤ
ミ
ョ

ー
ブ
は
、
「金

の
屏
風
」

の
民
俗
的
形
態
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
祭
祀

の
折

に
外
間
殿
の
タ
モ
ト
ミ
ャ
の
上
に
張
ら
れ
る

「ミ

ョ
ー
イ
」
と
い
う
白

い
天
幕
や
、
他

の
地
方
の
類

似
現
象
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

4
1
4

祭
場
の
幕
屋

久
高
島
の
外
間
拝
殿
の
庭
先

の
タ
モ
ト
ミ
ャ
に
、
七

マ
ッ
テ

ィ
の
う
ち
の
主
要
五
祭
祀

(
一

三
月
、
五
六
月
、
八
月

マ
ッ
テ

ィ
)
の
時

に
張
ら
れ
る

「ミ

ョ

ー

イ
」
(図

10
)
は
、
女

性

神

職
が
白
装
束

で
正
装
し
、
そ
こ

で

「敷
き
タ
モ
ト
」
を
座
に
用

い
る
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
祭
場
舗
設

の
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
祭
祀
の
時

に
、
外
間
殿

で
は
、

男
の
神
職
は
タ
モ
ト
ミ
ャ
と
拝
殿
の
間
か
タ
モ
ト

ミ
ャ
の
西
隣

に
座

る

(図
15
)。
こ
れ
は
御
殿
庭

の
神
ア
サ
ギ
が
、
決
し
て
男
性
神
職
の
座
と
な
ら

な
い
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。

七
月
ウ
プ

マ
ー
ミ
キ
、
十
月

マ
ー
ミ
キ
グ
ワ
の

時
、
外
間
祭
場

で
は
タ
モ
ト
神
達

(タ
モ
ト
ミ
ャ

に
座
る
最
高
年
齢
層
の
女
性
神
職
)
と
ク

ニ
ガ
ミ

が
タ
モ
ト
ミ

ャ
に
座
を
占

め
る
が
、
「敷
き
タ
モ

ト
」
も
敷
か
ず
、
ミ

ョ
ー
イ
も
張
ら
な
い
。
男
性

の
頭
屋
に
相
当
す
る
ソ
ー
ル
イ
ガ
ナ
シ
が
祭
主

の
、

図22タ モ トミャが男性神職 の座 とな る旧正月三

日、外間祭庭 タモ トミャには男 神人、女神人が

共 に座 す。1994年2月12日
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島
次
元
の
年
中
行
事

で
あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い

(
16

)

る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
御
殿
庭

の
神

ア
サ
ギ
で

も
神
酒
の
饗
応
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
が
、
神
ア
サ

ギ
に
は
ミ
ョ
ー
イ
の
よ
う
な
仮
設
要
素

が
な
い
た

め
、
儀
礼
の
様
子
は
敷
タ
モ
ト
が
敷
か
れ
な
い
以

外
他
の
主
要
公
儀
祭
祀
と
変
わ
ら
な

い
。
女
性
達

の
服
装
は
、
ク

ニ
ガ
ミ
が
ウ
プ
ジ
ン
を
羽
織
る
の

く

ん

じ

み
で
、
他

の
タ
モ
ト
神
達
は
紺
地
の
着

物
を
着
て

い
る
。
こ
こ
に
も
公
儀
祭
祀
と
の
区
別
が
現
わ
れ

図23タ モ トミャが男性神職の座 となる四月ハ ンザ ナシー ・ム リ
ーバ ー儀礼1993年

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
外
間
殿
の
祭
庭

で
は
、
公
儀
祭
祀

以
外
の
島
中
祭
祀

の
時
に
、
即
ち
、
ミ
ョ
ー
イ
が

張
ら
れ
て
い
な
い
時
に
は
、
タ
モ
ト
ミ
ャ
が
男
性

神
職
の
座
に
な

っ
た
り
、
ヤ
ジ
ク
と
い
う
中
若
年

齢
層
の
女
性
神
職
と

一
緒

の
座
と
な
る
場
合
が
あ

る
。
表

1
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
正
月

(図
22
)、

四
九
月

の

ハ
ン
ザ

ナ
シ
ー

(図
23
)、
年
末
年
始

の
健
康
祈
願

(ウ
プ
ヌ
シ
ガ
ナ
シ
)
や
火
神

へ
の

「
お
願
立
て
」
と

「
お
願
解
き
」
の
時
な
ど

で
あ

る
。
七

マ
ッ
テ
ィ
の
時
も
、
「朝

マ
ッ
テ
ィ
」
「タ

マ
ッ
テ
ィ
」
と
い
う
主
要
な

「殿
回
り
」
儀
礼
の

時
は
、
タ
モ
ト
ミ
ャ
は
タ
モ
ト
以
上
の
女
性
神
職

と
ク

ニ
ガ
ミ
の
座
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、

男
神
が
タ
モ
ト
ミ
ャ
に
座
す
儀
礼
が
付
随
し
て
い

る
場
合

(三
月

マ
ッ
テ
ィ
の
三
日
目

「ム
ラ
ヌ
パ

テ
ィ
ウ
ガ
ミ
」
、
六
月

の
ミ
ル
ク
グ
ワ
ッ
テ
ィ
、

八
月
の
十
五
夜
な
ど
)
も
あ
る
。
タ
モ
ト
ミ
ャ
と

は
文
字
通
り

に
は

「タ

モ
ト
達

の
座
と
な
る
場

所
」
な
の
で
あ
る
が
、
祭
祀
に
よ

っ
て
ミ
ョ
ー
イ

の
張
ら
れ
な
い
時
は
、
物
理
的
に
は
同
じ
場
所

で

も
、
性
格
の
異
な
る
場
所
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
御
殿
庭
の
神
ア
サ
ギ
で
は
、

こ
の
よ

う
な
融
通
の
利

い
た
場
所
利
用
は
さ
れ
ず
、
神
ア

サ
ギ
に
男
性
神
職
が
座
す
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

従

っ
て
、
外
間
祭
庭
の
ミ

ョ
ー
イ
の
有
無
は
時
と

場
合
に
応
じ
た
場
所
の
性
格
の
違

い
を
示
し
て
い

る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ミ

ョ
ー
イ
の
張
ら
れ
た
状
態
の
タ
モ
ト
ミ
ャ
と
御

殿
庭

の
神
ア
サ
ギ
は
、
儀
礼
過
程

の
中
で
は
全
く

同
種

の
祭
祀
場
所

の
現
象
形
態
と
言
う
こ
と
が
出

来
る
。
祭
祀
の
状
況
以
外
の
状
態
の
差
異
は
二
次

的
な
問
題
で
あ
る
。
謂
わ
ば
、
常
時
張
ら
れ
て
い

る
ミ

ョ
ー
イ

(こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
が
)
の

よ
う
な
も
の
が
、
神
ア
サ
ギ
と
い
う
祭
祀
小
屋
な

の
で
あ
る
。
王
国
時
代
か
ら
の
儀
礼
空
間
の
伝
統

の
な
か
で
は
、
神
ア
サ
ギ
は
例
外
的
な
常
設
建
物

で
あ
る
が
、
そ
の
日
常
的
様
態
や
小
屋
形
態
に
特

定
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
宿

っ
て
い
る
よ
う
に
は
見

(17

)

え
な

い
。
祭
祀
の
折

に

「敷
き
タ
モ
ト
」
を
置
き

神
の
座
を
整
え
、
霊
格

(を
憑
依
す
る
神
職
)
を

迎
え
る
こ
と
に
徹
す
る
こ
と
、
そ
の
日
常
的
様
態

は
二
次
的
な
問
題

で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が
沖
縄
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の
祭
祀
空
間
の
伝
統
で
あ
る
こ
と
は
、

か
ね
て
よ

り
筆
者
の
主
張
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る

[伊
從

一

九
八
七
a
、

一
九
八
九
、

一
九
九
二
]。
重

複
を
厭

わ
ず
、
そ
の
こ
と
を
謡
う
祭
祀
歌
謡
を
引

い
て
み

よ
う
。
座
間
味
村
の
麦
穂
祭
の
オ
タ
カ

ベ
に
、
次

の
よ
う
な
句
が
あ
る
。

今
日
の
良
き
日
に
/
今
の
勝
る
日

に
/
選
び

出
て
/
そ
そ
ひ
出
て
/
時
に
合
わ
せ
て
/
吉

日
に
合
わ
せ
て
/
年
直
り
果
報
者
/

あ
ふ
た

も
と

(神
座
)
を
打
ち
置
い
て
/

し
け
た
も

と
を
打

ち
置

い
て
/
御
庭

を
建

て

て
誇

っ

て
/
真
庭
を
建

て
て
誇

っ
て
/
…

[オ
タ
カ

ベ
八
七

"
開
読
文
]

「祭
場

(御
庭
)
を
建
て
る
」
と
は

「御
庭
を
作

る

(ゲ
ラ
イ
)
」
と
も
言
わ
れ
、
「ゲ
ラ
イ
」
と
は

神
酒
を
作
る
こ
と
に
も
使
わ
れ
る
か
ら
、
単
に
祭

場
に
構
築
物
を
造
作
す
る
こ
と
を

い
う

の
み
で
は

な
く
、
神
祭

の
場
を
調
え
準
備
し
開
き
、
「祭
が

で
き
る
よ
う
な
よ
い
状
態

に
清
め
る
」

[沖
縄
久

米
島
調
査
委
員
会

一
九
八
二

"
四
七
九
、
五
五
七
]

と
い
う
広
義

の
舗
設
の
意
味
が
あ
る
。
そ

の
中
心

に
は
、
上

に

「
あ
ふ
た
も
と
/
し
け
た

も

と
」

(「
あ
ふ
」
「
し
け
」
は
美
称
辞
)
と
唱
え
ら
れ
て

い
る
神
座
、
久
高
島

の

「敷
き
タ
モ
ト
」

の
舗
設

が

あ

る
。
「敷

き

タ

モ
ト
」
は
時

に

「
美

し

い

(綾
)
筵
」
と
も
置
き
代
わ

っ
て
、
「ヤ

エ
チ
ミ
の

真
庭
/
ワ
ガ
リ
ブ

シ
真
庭
/
綾
だ

む
と
を
置

い

て
/
綾
の
筵
を
打
ち
敷

い
て
/
…
/
祭
り
神
酒
を

作

っ
て
」

[粟
国
島
六
月
ヤ
ガ
ン
折
目

(後
述
)
ウ

ム
イ
三

一
七
開
読
文
]
と
、
謡
わ
れ
た
り
す
る
。

王
府
祭
祀

の
祭
場
設
営

に
倣

っ
た
と
思
わ
れ
る

祭
場
の
舗
設
例
が
、
他
の
地
方
の
祭
祀
歌
謡
に
も

散
見
す
る
。
王
府
儀

典
官

の
用
語

で
言
え
ば
、

「御
座
構
」
と
い
う
。
い
く

つ
か
例
を
引

い
て
み

よ
う

(歌
謡
は
開
読
文
で
示
す
)。

A

中
城
間
切
中
城
城

・
城
内

の
殿

「真
白
御
幕
を
引
き
回
し
て
/
そ
れ
が
御
内

に
/
あ
ふ
タ
モ
ト

(神
職

の
座
)
を
押
し
上

げ
ま
し
た
ら
」

(稲
穂
祭

・稲
大
祭
の
オ
タ
カ

ベ
)
[『よ
き
や
の
ろ
く
も
い
伝
来
記
』
(
一
八

九
二
年
写
本
)]
[オ
タ
カ
ベ
一
一
二
]

B

粟
国
島
西

「…
/
真
す
み
庭

に
/
実

に
掛
け
る
/
…
/

ト

ホ

親
チ
チ
が
/
く
だ

[村
凵
の
十
帆
を
/
十
帆

引
い
て
/
…
/
赤
ら
幕
/
幕
引

い
て
/
黄
色

幕
/
幕
引

い
て
/
…
」
(六
月
ヤ
ガ

ン
折
目

「
ニ
シ
ヌ
ヒ
ー
タ
」

の
ウ
ム
イ
)

[外
間

・
玉

城
、
ウ
ム
イ
三
〇
四
、
四
一
一
、
四
=
二
]

C

・
今
帰
仁
村
玉
城

「昔
か
ら
あ
る
よ
う
に
/
…
/
綾

の
屏
風
を

引

い
て
/
綾

の
筵
を
並

べ
て
/
…
/
シ
ヂ
を

御
待
ち
な
さ
る
」

[ウ
ム
イ
ニ
一二
一
]
(「島
袋

源
七

一
九
五
〇
」
に
よ
れ
ば
地
方
の
神
女
の
就

任
儀
礼
の
歌
謡
)

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
祭
祀
文
脈
な
が
ら
、
祭
場
の

設
営
に
関
し
て
は
、
興
味
深
い
情
報
を
得
る
こ
と

が
出
来
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
試
み
、
久
高
島
の
祭
場
舗
設
の
解
釈
の
た

め
に
準
備
を
整
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

4

-

4

1

1

「
日

覆

い
」

と

幕

構

え

…
王

国

世

な
か
ぐ
す
く

子
の
居
城

・
中

城

城
の
幕
屋
祭
場

『由
来
記
』
巻
十
四
に
よ
る
と
、
上
記
歌
謡
A

の
謡
わ
れ
る
中
城
城
内
之
殿

(祭
場
)
の
注
記

に

「御
殿
石
階
設
席
也
」
と
あ
り
、
殿

(祭
場
)
は

御
殿

(常
設
建
物
)
の
前

の
階
段

に
仮
設
さ
れ
た
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こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
那
覇

に
入
港
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊
が

一
八
五
三
年

五
月
に

測
量
し
た
中
城
城

の
図
面
が
残
さ
れ
て

い
る

(図

24
)。
建
物

の
前

に
並
ん
だ
三

つ
の
階
段

の
う
ち

の
中
央
が
、
神
職

の
座
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
上
に
引
い
た
オ
タ
カ
ベ
に
述
べ
ら
れ
る
白
幕

を
張
り
回
し
た
仮
設
祭
場
の
詳
細
に
つ
い
て
、
幸

い
、
『よ
き
や
の
ろ
く
も
い
伝
来
記
』
(
一
八
九
二

年
写
本
)
中

に
二
箇
所
、
幕

の
張
り
方
が
説
明
さ

図24ペ リー艦隊 の測 量図にみ る中城城本丸御殿(当 時は中城 間

切番所)1853年[オ ー シュ リ ・上 原、1987:77]

れ
て
い
る
。
先
ず
、

一
八
三
五
年
筆
記
分

の
本
文

冒
頭
に
、
こ
の
祭
場
に
は
三
種
類
の
幕
が
張
ら
れ

た
と
あ
る
。

壹
ツ
、
の
ろ
く
も
い
、
居
神
、
惣
様
く
し
あ

て
番
所
軒
端

二
引
。
[腰
当
て

"
後
方
の
意
]

壹
ツ
、
の
ろ
く
も

い
居
所
番
所
御
向

の
戸
ロ

ニ
引
。

壹
ツ
、
御
庭

二
御
供

へ
の
御
廐

二
引
。

即
ち
、
背
後

の
番
所

(世
子
の
御
殿
は

一
七
三

四
年

に
中
城
間
切
の
番
所
に
転
用
さ
れ
た
)
の
軒

に

一
枚
、
番
所
の
戸
口
に

一
枚
、
庭
の
廐
を
隠
す

た
め
に

一
枚
、
と
い
う
訳
で
あ
ろ
う
。

同
じ

『伝
来
記
』

に
あ
る
、
嘉
慶
十
九

(
一
八

一
四
)
年

の
日
付

の

「中
城
城
於
番
所
、
毎
年
御

祭
毎
、
相
用
候
幕
、
御
仕
替
之
儀
、
奉
願
候
覺
」

と
い
う
記
録
は
、
よ
り
詳
細
に
幕
の
寸
法
と
使
用

方
法
に
言
及
し
て
い
る
。

1

白
幕
。
片
間
、
長
壹
問
、
高
五
尺
五
寸
。

但
、
番
所
正
面
階
之
上
、

の
ろ
く
も

い

居
所
日
覆
用
。

2

同
。
片
間
、
長
五
問
半
、
高
右
同
。
但
、

同
所
前
て
い
し
軒

へ
懸
用
。

座
構
三
方
引
用
。

3

同
。
片
間
、
長
三
間
、
高
五
尺
三
寸
。

同
天
井
張
用
。

4

同
。
片
間
、
六
尺
角
。

但
、
番
所
庭
江
幕
構
、
廐
之
前

二
而
御

殿
御
名
代
と
し
て
、
地
頭
代
朝
冠

二
而

拜
禮
之
御
儀
式
有
之
候
。

[算
用
数
字
、
傍
線
は
引
用
者
]

こ
れ
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
祭
場
は
、
次
の
通
り
。

御
殿
正
面
階
段
の
上
に
懸
け
ら
れ
る

一
問
幅
の
幕

は
、
前
者
引
用
文
に
は
登
場
し
て
い
な
い
よ
う
だ

が
、
階
段
を
座
と
す
る
神
職
の

「
日
覆

い
」
で
あ

ろ
う
。
次

に
、
長
さ
五
問
半
の
第
二
の
幕
を

「
て

い
し
軒
」

(御
殿
基
段
の
軒
)
に
懸
け
る
と
あ
る

が
、
恐
ら
く
前
者
引
用
文
第

一
も
し
く
は
第
二
番

目
の
幕
、
そ
の
長
さ
か
ら
す
る
と
、
庭

か
ら
見
て

祭
場
の
背
景
と
な

る
幕

で
あ
ろ
う
。
第

一
の
幕

「
日
覆

い
」
即
ち

「
ミ
ョ
ー
イ
」

へ
の
言
及
は
重

要
で
あ
る
。
王
城
祭
祀

の
祭
場
設
営

に
つ
い
て
は

本
稿
で
は
触
れ
な

い
が
、
こ
の

「
日
覆

い
」
の
幕

が
登
場
す
る
。
中
城
城
は
世
子
の
居
城
で
あ
る
か

ら
、
王
府

の
祭
祀

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
影
響
を
与
え
て
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い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ま
た
、
幕
で
隠
さ
れ

た
廐
の
前

に
、
三
方
を
囲
い
天
井

の
つ
い
た

「幕

構
え
」
が
第
三
、
四
の
幕
を
用

い
て
舗
設

さ
れ
る
。

こ
れ
は
前
者
の
引
用
文

に
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

こ
の
座
か
ら
階
段
下

の
女
性
神
職
達

に
向

か

っ
て
、

朝
衣
冠
を
正
し
た
番
所

の
長

「地
頭
代
」
が
世
子

中
城
御
殿

(王
子
)

の
名
代
と
し
て
拝
礼
す
る
。

こ
の
時
、
天
井
付
き
の
方

一
間

「幕
構
」
は
、

神
女
達
の
た
め
の
幕
構
え
で
は
な
く
、
中
城
御
殿
、

即
ち
王
子

(名
代
)
の
た
め
の
拝
礼

の
場
所
な
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
寸
法
は
、
既
に
引
い
た

聞
得
大
君

(王
妃
)
の
就
任
儀
礼
の
与
那
原
の
幕

屋
の
寸
法
と
同
じ
方

一
問

で
あ
る
こ
と
は
注
意
し

て
よ
い
。
斎
場
御
嶽
の
御
名
付
け
の
儀
礼

の
幕
屋

も
、
お
そ
ら
く
は
こ
れ
と
同
じ
形
式
で
、
内
側
に

金

の
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
同
じ
形
式
の
幕

構
え
の
舗
設
が
、
時
に
神
を
体
現
す
る
神
職
の
座

と
も
な
り
、
時

に
礼
拝
す
る
貴
人
の
座
と
も
な
る
。

こ
う
し
て
、
祭
場
の
幕
屋
の
三
様
態
を
見
て
取

れ
た
。
即
ち
、
(1
)
壁
を
覆
う
幕
、

(
2
)
「
日

覆

い
」
状

の
幕
、
(3
)
三
方
を
囲
む
御

座
の
設

営

「幕
構
」、
こ
れ

に
は
天
井
幕
が
付
く

と
き
も

あ

る

。

4
1
4
1
2

幕

・
帆

・
日
覆

い

"

粟
国
島
ヤ
ガ
ン
折
目
の
仮
設
神
屋

粟
国
島
ヤ
ガ

ン
折
目

(六
月
)
は
、
丁
度
久
高

島
の

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭
祀
に
相
当
す
る
。
粟
国
島

の
北
側

の
ヤ
ガ
ン
御
嶽
で
来
訪
神
を
迎
え
儀
礼
を

行
な
う
。
ウ
ム
イ
の

「
ニ
シ
ヌ
ヒ
ー
タ
」
と
は

に
し

「北

の
辺
端
」
に
あ
る
ヤ
ガ
ン
御
嶽
の
意
で
あ
る
。

久
高
島

の
フ
ボ
ー
御
嶽

に
相
当
す
る
。
二
日
目
に

は
南

の

「蒲
葵
森

(ガ
ダ

ノ
コ
御
嶽
)
」
を
経
て

主
要
祭
場
の

「
八
重

の
御
嶽

(『由
来
記
』
に
は

八
重
ノ
殿

[祭
場
]
と
あ
る
)
」
に
導
き
、
「火
神

祭
り
」
と

「庭
祭
り
」
(久
高
島
外
間
拝
殿

の
火

神

・
ウ
プ
グ
イ
礼
拝
と
タ
モ
ト
ミ
ャ
の
饗
応
儀
礼

の
二
段
階
儀
礼
に
相
当
す
る
)
を
行
な
い
、
三
日

目
の
島
の
祭
場

・
殿
廻
り
を
行
な
い
、
夕
刻
八
重

の
殿
で

「神
送
り
」
を
す
る

(畠
山
篤
の
正
鵠
を

得
た
解
説
に
拠
る

[畠
山

一
九
八
九
]
)。

上
に
引

い
た
ウ
ム
イ
は
、
本
来
は
初
日
の
神
迎

え
を
す
る

「
ニ
シ
ヌ
ヒ
ー
タ
」
即
ち
ヤ
ガ
ン
御
嶽

で
の
祭
場
設
営
を
謡

っ
て
い
る
。
同
じ
ウ
ム
イ
の

様
々
な
採
集
記
録

の
異
同
を
検
討
す
る
と
、
上
に

引

い
た
ウ
ム
イ

[三
〇
四
、
四

一
一
]
の
句

の
後

に
、
「赤

ら

の
ー

に
/
差

す
差

す
/
黄

色

の

ー

に
/
貫
き
貫
き
」

[ウ
ム
イ
四

=
二
]
と
あ
る
か
ら
、

船
の
帆

(「十
帆
」
)
と
赤
幕
黄
幕
を

つ
な
い
で
、

あ
る

い
は
帆

は

「
あ
か
ら
幕
」
、
黄
色
幕
と
同
義

か
も
知
れ
な

い
が
、
幕
で
仮
屋
を
作

っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
ア
カ
ラ
」
は
色
彩

の
意

に
転
化
し
て
い
る
。
畠
山
が
紹
介
す
る
ヤ
ガ
ン
折

目
の
由
来
譚
に
登
場
す
る
ヤ
ガ
ン
御
嶽
の

「
帆
御

影

[陰
]
(ふ
ー
う

っ
か
ー
ぎ
)」

の
座

[畠
山

一

九
八
九

"
四
九
、
八
九
]
と
は
、
こ
の
帆

と
幕

で

仮
設
さ
れ
る
神
屋

の
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
帆
と
は
、
影
を

作
る

「
日
覆
い
」
即
ち
久
高
島

の

「ミ

ョ
ー
イ
」

に
当
た
る
も
の
で
、
幕
と
帆
と

「日
覆
い
」
と
は

同
じ
も
の
の
異
な

っ
た
呼
称
で
あ
る
ら
し

い
。
と

い
う
の
は
、
『由
来
記
』
巻
十
七
の
粟
国
島

ヤ
ガ

ン
折
目

の
条

に
記
録
さ
れ
て
い
る
十

八
世
紀

の

「
コ
ネ
リ
御
唄
」

に
は
、
「ガ
ダ
ノ
コ
の
御
前
/

コ

バ
モ
リ
の
御
前
か
ら
/
立
派
な
招
請
を
し
て
下
さ

い
/
ソ
ヨ
メ
キ

(神
女
名
)
の
御
前
/
思
い
子
の
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御
前
/
ア
カ
ラ
ミ
ョ
ー
イ
差
し
差
し
/
立

派
な
ミ

ョ
ー
イ
引
く
引
く
」
[ウ
ム
イ
四
九
]
と
あ

り
、
後

半
部
に
は
八
重
ノ
殿
で

「屋
帆
引
く
引
く
」
と
い

う
句
ま

で
あ
る
か
ら
、
実
際
、
粟

国
島

で
も
、

「屋
帆
」
で
あ
る
幕
の
機
能
を

「
ミ
ョ
ー
イ
」

(日

覆

い
)
と
呼
ん
だ
時
代
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
て
、
「
ア
カ
ラ
ミ

ョ
ー
イ
」
と
言
う
呼

み

よ

マ

い

称
が
、
「
日
覆
い
」
の
幕
に

つ
い
て
も
可
能

で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
中
城
城
内

の

祭
場

・
殿
で
は
公
儀
か
ら
支
給
さ
れ
る
幕

を
祭
場

に
用

い
る
が
、
離

島

の
場

合

に
は
、

「帆
」
が

「幕
」
と
な

っ
て

「屋
帆
」
を
成
し
、
「日
覆

い
」

と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
久
高
島

の
祭
場
舗

設
で
問
題

に
な

っ
て
い
る
の
は
、
こ
の

「
ミ
ョ
ー

イ
」

(日
覆

い
)
と

「
ミ
ョ
ー
ブ
」

(屏
風
)
の
同

居
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
の
祭
祀
歌
謡
の
用
例
C

は
、
地

方
で
の
御
新
下
り
儀
礼

の
際
の
祭
場
舗
設

に
、
王

府
儀
礼
の
屏
風
を
立
て
る
神
座
設
営
が
、
影
響
を

与
え
て
い
る

一
例
で
あ
る
。
沖
縄

の
各
地

で
採
録

さ
れ
る
祭
祀
歌
謡

に
、
「
屏
風
、
ま
た
は
幕
、
ま

た
は
帆
を
引

い
て
/
そ
の
御
内
に
/
綾
タ

モ
ト
を

打
ち
置
い
て
」
と
い
っ
た
祭
場
設
営
の
定
型
句
が

見
い
だ
せ
る
の
は
、
直
接
の
見
聞
で
は
な
く
と
も
、

女
性
神
職
の
就
任
時
の
首
里
往
還
な
ど
に
よ

っ
て

祭
式
歌
謡
が
伝
授
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
祭
場
形

式
が
地
方
に
伝
搬
し
て
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
屏
風
や
幕
は
、
王
国
時
代
に
あ

っ

て
は
高
価
な
も
の
で
あ

っ
た
筈
で
あ
る
。

確

か
に
、
『お
も
ろ
さ
う
し
』
所
収

の

一
六

一

三
年
編
集
分
の
第
二
巻
五
九

(通
し
番
号
)

の
オ

モ
ロ
に
、
「屋
宜
の
金
杜

に
/
見
物
屏
風

お
ろ

ち

へ

(神
か
ら

い
た
だ
い
て
降
ろ
し
て
)
」
と
か
、

一
六
二
一二
年
編
集
の
第
九
巻
四
七
九
の
オ
モ
ロ
に
、

「差
笠

(神

女
)
が

国
守

り
ぎ

や
/
げ

ら

へ

(立
派
な
)
屏
風

鳴
響

め
ば

見
物
/
大
里

の

鳴
響
み
杜
」
と
あ
る
よ
う
に
、
御
嶽
の
祭
場
に
ま

で
屏
風
が
立
て
ら
れ
て
祭
場
の
舗
設
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
他
方

で
、
第
九
巻

四
九
四
の
オ
モ
ロ
に
、
「京

の

(首
里

の
)
よ

い

こ
せ

(人
名
)
が
/
京
の
よ

い
は
ね
が
/
綾
奇
せ

珍
ら
屏
風

(み
ょ
う
ぶ
)」
と
あ

る
よ
う
に
、
屏

風
は
み
や
こ
渡
来
の
貴
重
品
で
あ

っ
た
。
多
く
の

場
合

は
屏
風
、
幕
な
ど
な
し
の
、
「
タ
モ
ト
を
置

く
だ
け
で
/
御
庭
を

つ
く
り
な
さ

っ
て
」
と
い
っ

た
実
態
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
上
に
引

い
た
中

城
城
内
の
祭
場

の
幕
で
あ

っ
て
も
、
擦
り
切
れ
る

ま
で
使
い
切

っ
た
挙
げ
句
の
、
中
城
御
殿

へ
の
新

調

の
打
診
で
あ

っ
た
事
情
が
上
記

「毎
年
御
祭
毎
、

相
用
候
幕
、
御
仕
替
之
儀
、
奉
願
候
覺
」

に
は
書

き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
も
う

一
度
、
久
高
島

の

「
日
覆

い
」

と

「ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
」
の
問
題
に
立
ち
戻
ろ
う
。

4
-
5

久
高
島
祭
場
の

「
日
覆

い
」
と

「
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
」

久
高
島
四
九
月
の
ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭
祀
が
、
粟

国
島

の
ヤ
ガ
ン
折
目
に
相
当
す
る
、
島
の
風
景
を

一
巡
す
る
神
祭
祀
で
あ
る
こ
と
は
、
上
に
触
れ
た
。

神
が
他
界
か
ら
訪
れ
、
そ
れ
を
聖
な
る
杜

・
御
嶽

で
迎
え
、
そ
し
て
集
落
内
の
祭
場
に
ま
で
導
き
、

願

い
を
奏
上
し
、
供
物
で
も
て
な
し
、
丁
重

に
送

り
出
す
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
が
、
こ
の
両
祭
祀

に
は

共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
久
高
島
と
粟
国
島

の
個
別
な
相
似
関
係
と
い
う
よ
り
、
沖
縄
の
島
嶼

社
会
が
育
ん
で
き
た
島
内
と
外
部
と
の
関
係

の
世
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界
性
を
、
祭
祀
世
界
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
表
現
の
中

に
投
影
す
る
方
法
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
筆
者
は
、
本
島
北
部
の
伊
是
名
島
の

年
中
祭
祀

に
例
を
と
り
、
そ
の
世
界
観

の
構
造
を

考
察
し
た
こ
と
が
あ
る

[伊
從

一
九
八
七
b
]。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
、
祭
場
の
設
営
方
法
の
共
通
性

に
問
題
を
絞

っ
て
い
る
。
先
ず
、
「
日
覆

い
」
に

用
い
ら
れ
る

「屋
帆
」

の
問
題
で
あ
る
。

久
高
島

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭
祀
に
も
、
実
は
屋
帆

が
登
場
す
る
。

ハ
ン
ジ
ャ
ナ
シ
祭
祀
最
終
日
、
海

上
他
界
の

ニ
ラ
イ

・
カ
ナ
イ
か
ら
訪
れ
て
い
た
ア

ガ
リ
ウ
プ
ヌ
シ

一
行
が
、
船
を
仕
立
て
て
旅
立

つ

儀
礼

「ム
リ
ー
バ
ー
」
(戻
り
爬
竜
)
即
ち
、
神

送
り
の
神
事
が
外
間
殿
で
行
な
わ
れ
る
。
船
に
見

立
て
た
竹
竿
を
問
に
二
列
に
並
ん
だ
神
女
達
の
二

漕
の
船
は
、
帆
を
立
て
て
荒
海
に
浮
か
び
出
る
。

「
ア
ラ
シ

へ
ー
の
テ
ィ
ル
ル
」
と
い
う
歌
謡
が
謡

わ
れ
る

(図
25
)。

[
原
文
]

…
ウ
リ

ァ
カ
チ

ュ
バ
ー
ヤ

テ
ィ
タ
テ
リ

ウ
リ

ト
ゥ
ン
ヌ
ヤ
ー
プ

ア
ウ
ラ
チ

ウ

リ

ワ

ヤ

ヌ

ヤ

ー

プ

ア

ウ

ラ

チ

ウ

リ

ワ

ガ

ニ
ラ

ー

ウ

シ

ュ
キ

テ

ィ

ウ

リ

ワ

ガ

ハ
ナ

ー

ウ

シ

ュ
キ

テ

ィ

●

●

●

[現
代
語
開
読
]

そ
れ

帆
柱
を

立
て
な
さ
い

(「
ウ

リ

」

は
掛

け

声

)

そ
れ

殿
の
屋
帆
を

煽
ら
せ
な
さ
い

そ
れ

我
が
屋
帆
を

煽
ら
せ
な
さ
い

そ
れ

我
が

ニ
ラ
イ

へ
向
け
て

押
し
浮
け
て

そ
れ

我
が
カ
ナ
イ

へ
向
け
て

押
し
浮
け
て

…

〔傍
線
引
用
者
〕

(開
読
は

[畠
山

一
九
八

一
"
九
三
]
[比
嘉

一

九
九
三
下

"
=
二
六
]
を
参
照
し
た
)

こ
こ
に
謡
わ
れ
る

「殿

(祭
場
)
の
屋
帆
」
は
、

文
字
通
り
殿

(祭
場
)
に
張
ら
れ
た
屋
帆

(ま
た

は
弥
帆
)
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
今
日
タ
モ
ト
ミ

(
18

)

ヤ
に
張
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

「
ミ
ョ
ー
イ
」
で
あ

る
の
か
、
外
間
拝
殿

の
ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
で
あ
る

の
か
、
推
定
す
る
た
め
に
は

「殿
」
の
語
義
を
も

う

一
度
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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『由
来
記
』
記
載
の
地
方
の
祭
場
を
網
羅
的
に
考

察
し
た
拙
稿

[
一
九
八
七
a
]
で
述

べ
た

よ
う
に
、

「殿
」
と
は

『由
来
記
』
の
時
代

に
は
、
特

に
公

儀
祭
祀

の
時
に
神
職

の
た
め
に
設
け
ら

れ
る
座
、

そ
の
場

の
時
空
を
特
異
化
す
る
呼
称
で
あ

っ
た
。

『由
来
記
』
巻

一
王
城
公
事

二
三
五
六
月

の
麦
稲

祭
祀

の
祭
場
に
つ
い
て
、
「於
諸
間
切
根
所
設
席
、

各
巫
座

シ
テ
、
以
有
祭
祀
」
と
あ
り
、

王
府
は
村

落

の
根
所

(宗
家
)
を
祭
場

に
す
る
よ
う
指
導
し

た
が
、
実
際
に
は
御
嶽
を
祭
場
に
し
、

集
落
内
に

は
祭
場
を
持
た
な
い
地
方
も
存
在
し
た

(例
え
ば

『由
来
記
』
巻
十
四
旦
ハ志
川
間
切
)
[伊
從

一
九
八

七
a
"
七
五
f
]。
人
家
を
祭
場
に
す
る
場
合
は
、

そ
の
場
を
主
催
す
る
神
格

・
霊
格

に
そ
れ
相
応

の

礼
拝
を
行
な
う
の
が
沖
縄
の
祭
祀

の
伝
統
で
あ
る

か
ら
、
当
然
人
家

の
守
護
神
で
あ
る
火
神
が
先
ず

礼
拝
の
対
象
に
な
る
。
久
高
島

の
場
合

は
、
特
異

に
発
達
し
た
ト
ゥ
パ
シ
リ

(ウ
プ
グ
イ
)
と
床
神

礼
拝
が
加
わ
る
。
そ
の
後
に
、
神
人
供
応

の
場
即

ち

「殿
」
「庭
」
に
移

っ
て
儀
礼
を
行

な
う
二
段

階
と
な
る
。
例
え
ば
、
『由
来
記
』
巻

十
四

の
与

那
城
間
切
の
十
箇
所
の
祭
場

「殿
」
は
、
す
べ
て

人
家

に
設
け
ら
れ
る
祭
場
で
あ
る
こ
と
が
明
記

(「某
家

二
設
席
也
」
)
さ
れ
て
い
る
が
、
火
神

へ

の
供
物
と
殿

へ
の
供
物
が
区
別
さ
れ
て
表
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
段
階
の
儀
礼
を
行
な

っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
筆
者
は
、
伊
是
名
島
、
久
米
島
、

そ
し

て
久
高
島

で
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
き
た

[伊
從

一
九
八
七
b
、

一
九
八
九
]。
上
に
引

い
た
粟

国
島
ヤ
カ
ン
折
目
の
八
重

の
殿
の

「火
神
祭
り
」

と

「庭
祭
り
」
も
、
こ
の
二
段
階
形
式
を
踏
ん
で

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
久
高
島

の
外
間
拝
殿
で
は
火
神

・

ウ
プ
グ
イ
礼
拝
が
あ
る
が
、
御
殿
庭
で
は
そ
れ
が

な
い
。
バ
イ
カ
ン
ヤ
に
は
火
神
が
祀
ら
れ
て
い
る

が
、
久
高
巫
に
よ
る
そ
の
礼
拝
は
非
常
に
限
定
的

で
、
外
間
拝
殿
の
火
神
礼
拝
の
よ
う
な
島
の
祭
祀

次
元
に
必
須
の
儀
礼
過
程
と
は
な

っ
て
い
な
い
こ

と
は
、
既
に
述

べ
た
。
従

っ
て
、
人
家
の
祭
場
で

は
な
い
御
嶽
で
あ
れ
ば
、
火
神
礼
拝
は
な
く
て
当

然
な
の
で
あ
る
。
具
志
川
間
切
の

「御
嶽

の
殿
」

は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
従

っ
て
、
火
神

の
祭
場
の
み
を

「殿
」
と
し
て
定
義
す
る
説

[鳥

越

一
九
六
五

二

六
二
廷
]
[稲
村

一
九
七
七

一
三
九

六
丘
]
は
、
今
日
民
間
で
も
よ
く
耳
に
す
る
が
、

そ
れ
は
祭
屋
を
母
屋
か
ら
別
棟
化
す
る
明
治
以
降

に
生
じ
た
傾
向
に
影
響
さ
れ
た
見
方
と
言
わ
ざ
る

(
19

)

を
得
な
い
。

以
上
再
確
認
し
た

「殿
」

の
祭
場
と
し
て
の
現

象
的
性
格

を
考
慮
す
れ
ば
、
上
の
テ
ィ
ル
ル
の

「殿

の
屋
帆
」
と
は
、
外
間
拝
殿
の
ア
カ
ヤ
ミ

ョ

ー
ブ

で
あ
る
よ
り
は
、
タ
モ
ト
ミ
ャ
即
ち
殿
の
ミ

ョ
ー
イ
で
あ
る
可
能
性

の
方
が
高

い
。
し
か
も
、

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭
祀
の
最
終
日

「
ム
リ
ー
バ
ー
」

神
事
の
時

に
は
、
ミ
ョ
ー
イ
の
下
は
男
神
職
の
座

と
な

っ
て
い
る
か
ら

(図
23
)
、
「帆
」
の
象
徴
的

な
意
味

(
ニ
ラ
イ

・
カ
ナ
イ

へ
向
か
う
船
)
と
、

「屋
帆
が
日
覆

い
に
な
る
」
と
い
う
幕

の
機
能
は
、

儀
礼

の
表
現
的
文
脈
と
現
実
の
…機
能
と
い
う
次
元

の

「ず
れ
」
あ
る
い
は

「揺
ら
ぎ
」
を
含
み
な
が

ら
共
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

「ず
ら
し
」

こ
そ
、
主
要
五

マ
ッ
テ
ィ
の
時
に
、
帆
が
幕
と
な

っ
て

「日
覆

い
」
と
し
て
タ
モ
ト
ミ
ャ
に
懸
け
ら

れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

こ
の

「ず
ら
し
」
の
技
法
と
は
、
オ
モ
ロ
以
来

祭
祀
歌
謡
が
引
き
継

い
で
い
る
対
句
や
反
復
の
技
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法
と
関
わ

っ
て
い
る
。
即
ち
、
同
義
反
復
の
よ
う

に
見
え
な
が
ら
、
微
妙

に
意
味
の
ず
れ
た
句
を

つ

な
ぐ
歌
謡
形
式
の
技
法
が
、-
祭
場
設
営

に
も
発
現

し
て

い
る
、
と
考
え
ら

れ
る
。
粟

国

島

の

「屋

帆
」
と

「あ
か
ら
幕
」
の
連
句
が
そ
れ
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
同
じ
く
、
「
コ
ネ
リ
御
唄
」
の

「ミ

ョ
ー

イ
引
く
引

く
」
と

「屋
帆
引
く
引
く
」

[ウ
ム
イ

四
九
]
の
言

い
換
え
が
そ
れ
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ

と
に
気
が

つ
く
と
、
実
は
、
久
高
島
で

「
ア
カ
ラ

ミ
ョ
ー
ブ
」

(屏
風
)
が
、
赤

い
天
蓋

に
す
り
代

わ

っ
て
い
る
理
屈
が
見
え
て
来
そ
う
で
あ
る
。

4
1
5
-
1

赤

い
天
蓋

(ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
)

に
置
換
さ
れ
た

「
ア
カ
ラ
屏
風
」

歴
史
的

に
見
て
、
久
高
島
の
女
性
神

職
に
よ
る

直
接
の
見
聞
と
、

一
六
七
二
年
ま
で
の
王
府
の
島

祭
祀

へ
の
直
接
的
な
関
わ
り
か
ら
、
王
府
儀
礼
に

用
い
ら
れ
て
き
た

「
ア
カ
ラ
屏
風
」
が
直
接
島
に

伝
え
ら
れ
た
可
能
性
は
、
上
に
示
し
た
王
府
儀
礼

の
例

に
よ

っ
て
、
傍
証
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
ど
う
し
て
、
「金

の
屏
風
」
が

「赤

い
幕
」

に
置
き
替
わ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
単
純

な
理
由
と

し
て
は
、
民
間
で
は
金

の
屏
風
な
ど
の
使
用
は
許

さ
れ
な
か

っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
考
慮

に
は
入
れ

て
お
こ
う
。
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
で
は
、
ど

う
し
て
そ
れ
に
代
わ
る
赤

い
幕
は
垂
直

に
懸
け
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
八
月

十
五
夜
の
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ

の
異
例
の
使
用
方
法

は
、
島
の
伝
承

(天
幕
と
し
て
の
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー

ブ
が
庭

に
張
ら
れ
た
時
代
が
あ

っ
た
)
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
屏
風
と
し
て
の
使
用
方
法
の
痕
跡
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
。

も
う

一
つ
の
ヒ
ン
ト
は
、
や
は
り
、
祭
祀
歌
謡

の
反
復
方
法
に
あ
る
。

既
に
引

い
た
、
『御
新
下
り
日
記
』

(大
里
問
切

番
所
の
記
録
)
与
那
古
濱
御
仮
屋

の
条

に
は
、

「金
之
屏
風
立
、
…
幕
引
廻

シ
」
(こ
の
場
合
、
屏

風
と
幕
は
別
の
も
の
)
と
あ

っ
た
が
、
こ
の
表
現

は
日
常
的
で
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
斎
場
御
嶽

の

「
ア
ガ
リ

ユ
ウ
」

の
祭
祀
歌
謡

に
は
、
「金

の

御
屏
風
を

赤
ら
御
屏
風
を
/
立
て
回
し
て

引

き
回
し
て
」
と
な
る
。
立
て
る
と
も
引
く
と
も
い

う
と
こ
ろ
に
、
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の

「引

く
」
と
い
う
表
現
が
、
オ
モ
ロ

(巻
二
十
・
一
三
六

七
)
以
来

の

「幕

(屋
帆
)
引

い
て
」
と
い
う
慣

用
句
を
誘
引
し
て
く
る
。
こ
の
可
能
性
が
久
高

の

場
合
に
あ
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
み
よ
う
。

既

に
見

た
、
久
高
島

ハ
ン
ザ
ナ

シ
ー
祭
祀

の

「
ア
ガ
リ
ウ
プ
ヌ
シ
」
の
テ
ィ
ル
ル
に
は
、
次
の

連
句
が
あ

っ
た
。

「
ア
ガ
リ
ウ
プ

ヌ
シ
」

(但
し
開
読
文
)

ふ

か

ま

し

　

が

ま

う

る

み

や

セ

ー

外
間
根
人
が

大
切
に
管
理
す
る
真
庭

に

2

赤
ら
ミ

ョ
ー
ブ
を

3

立
派
な

(君
の
)
ミ
ョ
ー
ブ
を

4

押
し
上
げ
申
し
て

3

村
頭
が

[中
途
略
大
意

"
村
の
人
々

か
ら
米
を
集
め
て
]

6

炊
い
た
御
飯
を

う

さ

ぎ

の

セ

ち

7

押

し

上

げ

申

し

て

(
[畠

山

一
九

八

一

"
七

〇
]

参
照

)

問

題

は
第

2

-

3
1

4

句

の

「
ア

カ

ラ

ミ

ョ
ー

う

さ

ぎ

の

　

ち

ブ
/
押
し
上
げ
申
し
て
」
と
い
う
表
現
に
あ
る
。

こ
の
形
式
は
、
上
に
見
て
き
た
他
の
地
方
の
歌
謡

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の

「屏
風

を
立

て
る
」
と
も
、
「幕

を
引
く
」
と

も
異
な
る
。
ど
う
も
奇
妙
で
あ
る
。
屏
風
や
幕
は

…



祭場の赤い天蓋と白い天幕

「押
し
上
げ
申
す
」
も
の
で
は
な
く

「引

き
回
し
」

「立

て
回
す
」
も
の
で
、
神
酒
や
供
物
や

「敷
き

タ
モ
ト
」

の
よ
う
に
、
丁
重
に
神
に

「押
し
上
げ

申
す
」
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
両
者
が
混

同
さ
れ
て
い
る
。

実
は
、
こ
の
テ
ィ
ル
ル
の
内
容
の
形
式

に
は
類

型
が
あ
る
。
そ
れ
は
中
城
城
内
の
祭
場
の
項
で
検

討
し
た
よ
う
な
次
の
連
句
形
式
で
あ
る
。

「
八
尋
殿
/
御
前
立
て
/
真
白
御
幕
を
引
き

回

し
て
/
そ
れ
が
御

内

に
/
あ

ふ

タ
モ
ト

(神
職

の
座
)
を
/
押
し
上
げ

ま
し

た
ら
」

[オ
タ
カ
ベ
一
一
二
]

「あ
ふ
た
も
と
/
し
き
た
も
と
を

添
え
ら

れ
て
/
そ
の
真
中

に
/
祝
女
金
を
/
立
派
な

御
招
請
」
[ウ
ム
イ

ニ

六
]

「斎
場
森
/
…
/
八
尋
御
殿
/
…
/
金
の
屏

風
を

赤

ら
御
屏
風

を
/
立

て
回

し
て

引
き
回
し
て
/
そ
れ
の
御
内
に

そ
れ
の
御

真
中

に
/
銀
酌
を

黄
金
酌
を
/
据
え
並

べ

て

並

べ
据

え
て
」
[ア
ガ
リ

ユ
ウ
]
「ク

ェ

ー
ナ
三
二
」

こ
の
種

の
歌
謡

は
他

の
地
域

に
も
散

見
す
る

[
ウ

ム
イ
八

一
、

一
〇

五
、

二
一一=

、

二
三

五
、

一一二

六

、

三

一
九
、

三

八

三

な
ど
]
。

つ
ま

り

、

祭

場

を

何

ら

か

の
方

法

で
整

え

、

そ

し

て

囲

い
、

そ

の
真

中

に
、

神

職

の

タ

モ
ト

(神

座

)

を

置

き

、

神

職

を

招

き

入

れ

る
、

と

い
う

連

句

形

式

で
あ

る
。

と

こ

ろ

が

、

久

高

島

の

テ

ィ

ル

ル

で

は

、

祭

場

の
舗

設

も

、

神

餞

と
同

じ

よ

う

に
扱

わ

れ

て
し

ま

っ
て

い

る

か

ら

、

祭

場

設

営

を

謡

う

部

分

が

な

く

な

り

、

ミ

ョ

ー
ブ

を

「
ウ

サ

ギ

ノ

ー

チ
」

(押

し

上

げ

申

す

)

す

る

こ
と

に

な

つ
て
し

ま
う

の

で
あ

る
。

歌

謡

の
原

形

に
倣

え
ば

、

上

記

の

「
ア

ガ

リ

ウ
プ

ヌ

シ
」

の
第

4
句

は
、

次

の
よ

う

に

な

ら

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

「
ア
ガ

リ

ウ
プ

ヌ

シ
」

復

元

案

ふ

か

ま

し

サ

が

1

外
間
根
人
が

大

切

に
管

理

す

る

ま
う
る
み
や
　

真

庭
に
/

2

赤
ら
ミ
ョ
ー
ブ
を
/

3

立
派
な

(君
の
)
ミ
ョ
ー
ブ
を
/

4

引
き

(立
て
)
回
し
て

[変
更
部
分
]

5

村
頭
が
/

[村
の
人
々
か
ら
米
を
集
め

て
]

6

炊
い
た
御
飯
を
/

[そ
の
御
内
に
]

7

押
し
上
げ
申
し
て

こ
の
よ
う
に
直
す
と
、
こ
の
テ
ィ
ル
ル
が
叙
述

す
る
祭
場
は
、
次

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。

ヘ

へ

祭
を
迎
え
て
、
外
間
の
祭
庭
に
直
接
ア
カ
ラ
ミ
ョ

ー
ブ
を

「引
き
回
し
て
」
神
座
を
整
え
、
御
飯
を

そ
こ
に
捧
げ

る
、
と
な
る
。
即
ち
、
テ
ィ
ル
ル
で

は
建
物

の
中
に
ミ
ョ
ー
ブ
が
舗
設
さ
れ
る
と
は
謡

っ
て
い
な
い
。
あ
た
か
も
、
御
新
下
り
儀
礼
の
幕

屋
の
様

に
、
祭
庭
に
直
接
舗
設
さ
れ
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
ア
カ
ラ
ミ

ョ
ー
ブ
は

拝
殿
の
大
庫
裡
に
、
屏
風
で
な
く
幕
と
し
て
吊
ら

れ
る
か
ら
、
テ
ィ
ル
ル
と
現
実
の
祭
場
に
は
齟
齬

が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
齟
齬
は
、
久
高
島
正
月
の
同
じ
外
間
拝
殿

で
の

「
へ
ー
ナ
ガ
ー
キ
」
の
テ
ィ
ル
ル
を
参
照
す

れ
ば
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
。
次
の
そ
の

一
部

を
引
こ
う
。

「
ヘ
ー
ナ
ガ

ー
キ
」
の
テ
ィ
ル
ル

(但
し
開

読
文
)

み

う

ぶ

ぐ

い

み

ん

な

か

外
間
神
殿
の
真
ん
中
に

[拝
殿
大
香
炉
の
別

名

で
も
あ
る
]
/
向

か

っ
て
/
芳
し

い
御

う
さ

ぎ

の

　
ち

　

香
/
束
の
御
香
を
/
押
し
上
げ
申
し
て
/
ア
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カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
/
君
が
ミ
ョ
ー
ブ
/
押
し
上

げ
申
し
て

[比
嘉

一
九
九
三
下

"
二

一
〇
]

こ
の
テ
ィ
ル
ル
も

「
ア
ガ
リ
ウ
プ
ヌ
シ
」
と
同

じ
よ
う

に
、
「ミ

ョ
ー
ブ
」
を

「押
し
上
げ
申
す

も
の
」
に
し
て
し
ま
い
、
舗
設
す
る
場
所

が
明
確

に
な

っ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
上
と
同
様
、
歌
謡
の

類
型
に
準
じ
て
復
元
し
て
み
る
と
、
前
後

が
逆

に

な

っ
て
、
次
の
よ
う
に
な
る

(下
線
部
を
前
に
も

っ
て
く
る
)。

「
ヘ
ー
ナ
ガ
ー
キ
」
復
元
案

ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
/
君
が
ミ
ョ
ー
ブ

を
/
引

み

う

ぶ

ぐ

い

み

ん

な

か

き
回
し
て
/
外
間
神
殿
の
真
ん
中
に

(拝
殿

大
香
炉
)
/
向
か
っ
て
/
芳
し
い
御
香
/
束

う

さ

ぎ

の

　

ち

の
御
香
を
/
押
し
上
げ
申
し
て
/

[二
重
傍

線
部

"
変
更
部
分
]

こ
う
な
る
と
、
舗
設
す
る
場
所
が
は
っ
き
り
し
、

そ
う
し
て
出
来
た
場
所

に
御
香
を

「押

し
上
げ

る
」
こ
と
が
明
確
化
す
る
。
こ
の
形
式
は
殆
ど
斎

場
御
嶽
の

「
ア
ガ
リ

ユ
ウ
」
の
ク

ェ
ー
ナ
と
叙
述

ヘ

ヘ

へ

内
容
が
同
型
で
あ
る
。
し
か
も
、
室
内
の
神
職
の

座
を
屏
風
で
舗
設
す
る
点
で
同
型
、
即
ち
、
斎
場

御
嶽

の
御
待
御
殿

で
も
外
間
神
殿
の
大
庫
裡

(
一

番
座
)
で
も
、
屏
風
を
立
て
て
神
座
を
舗
設
す
る

室
内

の

「屏
風
構
」
と
し
て
同

一
で
あ
る
。
ミ

ョ

ー
ブ
が
屏
風
で
あ
る
な
ら
ば
、
と
い
う
条
件
下
に

お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
間
神
殿
の
座
構
え

は
、
現
実
に
は

「
屏
風
構
」
で
は
な
く
天
蓋
な
の

で
あ
る
。

結
論
を
急
こ
う
。
こ
こ
で
問
題

に
し

て
い
る

「ア
ガ
リ
ウ
プ
ヌ
シ
」
の
テ
ィ
ル
ル
の

一
部
分
は
、

上
の
歌
謡
形
式
復
元
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
或
る

種
の
歌
の
原
型
か
ら
の
ヴ

ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ

る
ら
し
い
。
し
か
も
、
歌
謡
が
忠
実
に
祭
祀

の
現

実
の
状
況
を
写
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も

分
か

っ
た
。
祭
祀
歌
謡
の
表
現
す
る
も
の
と
祭
祀

の
現
実

の
こ
れ
ら
の

「齟
齬
」

に
つ
い
て
は
、
驚

く

に
は
当
た
ら
な
い
。
拙
稿

ロ

九
九
三
]
に
お

い
て
示
し
た
よ
う

に
、
王
国
時
代
に
斎
場
御
嶽
で

行

な
わ
れ

た
久

高
島
渡

島
代

用
儀
礼

の
歌
謡

(『お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
二
十
二
)
が
、
か
つ
て
実

際
に
渡
島
し
た
時
代
の
歌
を

「本
歌
取
り
」
し

つ

つ
短
縮
し
て
、
御
嶽
内
部
の
儀
礼
だ
け
で
渡
島
過

程
を

「幻
視
」
す
る
仕
掛
け
と
な

っ
て
い
た
。
久

高
島

に
お
い
て
も
、
歌
謡
の
幻
視
的
側
面
を
無
視

で
き
な
い
。

し
か
し
、
幻
視

に
頼
る
部
分
は
早
晩
形
式
化
し
、

意
味
と
形
態
は

「ず
れ
」
て
行
く
宿
命
に
あ
る
。

ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ

と
い
う
語
句

の
背
景

に
は
、

「ア
ガ
リ

ユ
ウ
」

の
よ
う
な
祭
場
舗
設
の
状
況
を

謡
う
歌
謡
群
の
舗
設
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
、
前
提

に

さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
前
提

に
さ
れ

つ
つ
も
、

現
実

の
祭
場
は
必
ず
し
も
歌
謡

の
示
す
ご
と
く
で

は
な
か

っ
た
。
「殿
」
と

い
う
祭
場

の
概
念
が
そ

う
で
あ

っ
た
。
建
物
を
本
来
意
味
す
る
こ
の
語
句

が
、
現
実
に
は
神
職
の
仮
設
の

「御
座
構
」
に
当

て
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

「
見
立
て
」
を
許
容
す

る
祭
祀
歌
謡
の
空
間
が
、
祭
祀

の
現
実
と
虚
構
の

間
を

つ
な

い
で
い
た
。
「
ア
カ
ラ
ミ
ョ
ー
ブ
」
に

見
立
て
ら
れ
る
も
の
は
、
現
実

に
は
屏
風
で
は
な

い
。
し

か
し
、
「御

座
構
」
と

し

て
、
「幕

構
」

「屋
帆
」
「
日
覆

い
」
「
屏
風
構
」
が
相
互
置
換
可

能
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ミ
ョ
ー
ブ
は
最
も
高
貴
な

御
座

と
し

て
、
大

君
に
関
わ

る

「
君
が

ミ

ョ
ー

ブ
」
と
し
て
、
差
し
当
た
り
可
能
な
舗
設

「赤
い

天
蓋
」
の
向
こ
う
側
に
幻
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
か
つ
て
島
を
司
祭
し
た
聞
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祭場の赤い天蓋と白い天幕

得
大
君
の
用

い
た

「御
座
」
の
名
残
と
し
て
、
島

の
最
も
高
貴
な
神
職

(ク
ニ
ガ
ミ
)
達

の
座

に
、

あ
る
い
は
本
当
に
、
金
の
屏
風
が
置
か
れ
た
こ
とへ

が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
来

「赤

い
屏
風
」
を
意
味
し
な
い

「
ア
カ
ラ
ミ

ョ
ー
ブ
」

が
、
「赤

い
天
蓋
」
に
変
じ
た
と
き
、
本
来

の
意

味
は
忘
れ
ら
れ
始
め
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

他

の
地
方
に
比

べ
る
と
、
歌
謡
形
式

を
変
形
し

て
ま
で
、
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
に
過
度
の
注
目
を
払

う
の
は
、
久
高
島
と
聞
得
大
君
と
の
関

わ
り
に
負

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
が

「引
き
回
す
」
も

の
で
な
く

「押
し
上
げ

申
す
」

も

の
と
な

っ
た
理
由

に
つ
い
て
も
、
「
君
の
ミ

ョ

ー
ブ
」
と

い
う
句
が
多
く
を
語

っ
て
い
よ
う
。
大

君
の
就
任
儀
礼
を
司
祭
す
る
巫
を
出
し
た
聖
な
る

島

の
、
そ
の
巫
殿
内

や
祭
場

の

「御
座

構
」

(神

職
座
)
に
対

し
て
、
方

一
間

の

「屏

風
構
」
と

「幕
構
」
の
二
重
に
舗
設
し
て
出
来
上

が

っ
て
い

た
与
那
原
や
斎
場
御
嶽
の
大
君
の
幕
屋
形
式
に
倣

っ
て
、
そ
れ
を
偲
ば
せ
る
何
ら
か
の
舗
設
が
こ
の

島
で
考
案
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な

い
。
大
君
に
因

ん
だ

「御
座
構
」
で
あ
れ
ば
、
「
君
の
屏
風
」
も

し
く
は

「君

の
ミ

ョ
ー
ブ
」
自
体
が
貴

い
も
の
と

な
り
、
単
に
祭
場
を
舗
設
す
る
だ
け
の
も
の
で
は

な
く

「押
し
上
げ
申
す
」
貴

い
も
の
と
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
他
の

離
島

・
地
方
の
主
要
祭
祀
歌
謡
に
登
場
す
る

「日

覆

い
」
の
白

い
天
幕
に
対
す
る
言
及
を
、
久
高
島

の
旧
公
儀
祭
祀

の
歌
謡
に
は
見
い
だ
す
こ
と
が
出

来
な
い
。
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ

に
つ
い
て
も
、
最
も

公
儀
的
性
格

の
高

い
筈
の
主
要
五

マ
ッ
テ
ィ

(
一

三
五
六
八
月
)
の
オ
タ
カ
ベ
や
テ
ィ
ル
ル
の
採
集

(
20
)

記
録
に
も
見

い
だ
す
こ
と
は
な
い
。
幕
が
現
実
に

張
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。

「ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
」
の
語
が
久
高
島

の
祭
祀
歌

謡
に
登
場
す
る
の
は
、
七
マ
ッ
テ
ィ
で
は
な
く
、

島
中
祭
祀
で
あ
る

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
来
訪
神
祭
祀
第

三
日
目
の

「ア
ガ
リ
ウ
プ
ヌ
シ
」
「
フ
ァ
ー
ガ
ナ

シ
」
と
、
正
月
の

「
へ
ー
ナ
ガ
ー
キ
」

の
テ
ィ
ル

ル
で
あ

っ
た
。
ミ

ョ
ー
イ
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る

「屋
帆
」
の
語
句
が
登
場
す
る
の
は
、
や
は
り

ハ

ン
ザ

ナ
シ
ー
祭
祀

四
日
目

の

「
ム
リ
ー
バ
ー
」

(図
25
)
の
歌
謡

で
あ

っ
た
。
即

ち
、
久
高
島

に

お
い
て
は
、
祭
場
の
舗
設
が
実
際
に
行
な
わ
れ
て

い
る
旧
公
儀
祭
祀
の
状
況
下
で
、
こ
の
舗
設
が
謡

わ
れ
て
い
な

い
の
で
あ

る

(表
1
参
照
)。
と

い

う
こ
と
は
、
「
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
」
は
、
王
府
指

導
下
の
公
儀
祭
祀
の
標
準
化
の
傾
向

(十

八
世
紀

初
頭
)
に
伴

っ
て
登
場
し
た
祭
場
舗
設

で
は
な
く
、

そ
れ
と
は
異
な

っ
た
文
脈

の
祭
場
舗
設

の
伝
統
、

即
ち
王
府
儀
礼

の
舗
設

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
島

に
直
接

影
響
を
与
え
た
、
よ
り
古
態
を
示
す
祭
場
舗
設
の

痕
跡
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

4
1
5
1
2

涼
傘
と
ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ

十
七
世
紀

の
オ
モ
ロ
に
、
御
嶽
の
祭
場
に

「屏

風
構
」
の
神
座
が
舗
設
さ
れ
た
こ
と
が
謡
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
既
に
見
た
。
人
家
の
庭
先
に
祭
場

が
設
営
さ
れ
る
よ
う
に
王
府
の
指
導
が
始
ま
る
以

前

に
、
神
座

の
舗
設
と
し
て
屏
風
構
え
は
成
立
し

て
お
り
、
御
嶽
の
祭
場

に
も
設
営
さ
れ
た
ら
し
い
。

久
高
島
を
訪
れ
た
折
口
に
、
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
の

来
歴
を
説
明
し
た
当
時

の
久
高
巫
の
夫
が
教
示
し

た
よ
う
に
、
他
の
舗
設
方
法
と
し
て
、
祭
場
に
立

て
ら
れ
る

「涼
傘

(り
ゃ
ん
さ
ん
)」
と
い
う
儀
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礼
用
の
日
陰
傘
が
あ
る
。
古
く
は
袋
中

の

『琉
球あら

神
道
記
』
(
一
六
〇
六
年
)
に
あ

る
よ
う

に
、
「新

か
み神
」
(新

し
く
就
任
し
た
王
府
神
職
)
が
出
現
す

る
八
月
の
御
嶽
に
涼
傘
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
呼

応
し
た
十
月
の
王
宮
の
庭
で
の
キ
ミ
テ
ズ

リ
儀
礼

に
も
、
涼
傘
が
三
十
余
も
立
て
ら
れ
た
。

明
治
四

十
年

の
今
帰
仁

コ
モ
ケ
ナ
御
嶽

で
の
地
方
神
女
の

就
任
儀
礼

・
御
新
下
り
の
際
に
も
、
遠
目

に
涼
傘

が
認
め
ら
れ
た
、
と
い
う

[島
袋

(
一
九
五
〇
)

一
九
七

一
"
三
〇
九
]。
涼
傘
と
日
陰
屋

の
天
幕
は

置
換
し
う
る
。
御
嶽

で
の
儀
礼
は
女
性
神
職

の
み

が
関
わ
る
儀
礼
で
あ
る
が
、
集
落
内

の
祭
場
で
も

儀
礼
を
繰
り
返
す
。
久
高
島
の
外
間
の
祭
庭
や
御

殿
庭
は
そ
れ
で
あ
る
。
舗
設
も
繰
り
返
さ

れ
る
。

し
か
し
集
落
内
の
祭
場
に
は
家
屋
祭
場
が
加
わ
る
。

涼
傘
や
屏
風
構
え
、
あ
る
い
は
涼
傘
と
幕
構
え
が
、

室
内
の
舗
設

に
転
じ
な
が
ら
、
屏
風
を
落
と
し
、

天
幕
に
置
き
換
え
ら
れ
、
名
称
に
は

「屏
風
」
を

あ

か
や
み
よ

セ
ぶ

保
持
し
た
も

の
が
、
「赤

い
天
蓋
」
の
不

思
議

の

顛
末
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

久
高
島
の
場
合
、

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭
祀

に
の
み

ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
が
テ
ィ
ル
ル
に
謡
わ
れ
る
理
由

は
、
こ
の
よ
う
な
御
嶽
祭
場
で
か
つ
て
使
わ
れ
た

涼
傘
に
相
当
す
る
集
落
内
祭
場
の
舗
設
を
検
討
す

る
中
で
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
、

こ
の
テ
ィ
ル
ル
の
歌
わ
れ
る
外
間
祭
庭

の
使
用
の

特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ハ
ン
ザ
ナ

シ
ー
の
本
祭

(ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
)
は
外
間
祭
庭

で
行
な
わ
れ

る
。
こ
の
時
、
外
間
拝
殿
の
ク

ニ
ガ
ミ
の
座
は
、

ニ
ラ
イ

・
カ
ナ
イ
か
ら
の
来
訪
神
を
迎
え
る
村
の

代
表
と
し
て
の
外
間
巫

・
根
神

の
座
に
な

っ
て
お

り
、
タ

モ
ト
ミ

ャ
は
男
神

の
座

と
な

っ
て
い
る

(図
23
)。
建
物
も
含
め
て
庭
全
体
が

「同
時

に
」

祭
場
な
の
で
あ
る
。
正
月
の
外
間
祭
庭
の
あ
り
様

(図
22
)
に
つ
い
て
も
こ
れ
は
当
て
嵌
ま
る
。

実
は
、
拝
殿
を
含
め
て
祭
り
庭
を
全
体
と
し
て

使
用
す
る
方
が
、
む
し
ろ
年
中
行
事
と
し
て
は
よ

り

一
般
的
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
毎
月

一
日
と

十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
フ
シ
ヌ
ウ
ガ
ン
に
は
図
26

に
見
る
よ
う
に
、
拝
殿
ウ
プ
グ
イ

(
一
番
座
)
が

ク

ニ
ガ
ミ
の
座

と
な
り
、
巫

の
お
付
き

の
神
職

(ウ
メ
ー
ギ
)
は
二
番
座

に
控
え
る
。
庭
の
タ

モ

ト
ミ

ャ
は
男
神
の
座
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時

拝
殿
に
は
ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
は
張
ら
れ
ず
、
タ

モ

ト
ミ
ャ
に
も
ミ
ョ
ー
イ
は
張
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
祭
庭

の
使
用
方
法
が
七

マ
ッ
テ
ィ
以
外
の
ロ

ー
カ
ル
な
祭
祀
に
共
通
す
る
。

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭

祀
に
は
、
こ
の
よ
う
な
神
職
配
座

の
な
か
に
、
拝

殿
に
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ
が
張
ら
れ
、
庭

に
帆
が
掛

け
ら
れ
、
他
界
か
ら
訪
れ
る
神
々
が
登
場
す
る
の

で
あ
る
。

既
に
触
れ
た
麦
稲
主
要
五
祭
祀
に
は
、
こ
れ
と

は
異
な
る
二
段
階
の
儀
礼
形
態
を
と
る
。
ク

ニ
ガ

ミ
が
外
間
拝
殿
の
中

の
火
神

(竈
神
)
・
ウ
プ
グ

イ
香
炉

・
床
神
を
拝
礼
し
て
い
る
時
、
タ
モ
ト
ミ

ャ
の
タ
モ
ト
達
も
呼
応
し
て
拝
殿
方
面
を
拝
礼
す

る
が

(図
15
)、
ク

ニ
ガ
ミ
が
拝
殿
を
出
て
タ

モ

ト
ミ
ャ
に
移
動
し
た
と
き
、
拝
殿
の
二
番
座

に
は

大
里
根
神
や
ア
マ
ミ
ヤ
神
が
残
る
が
、
ア
カ
ヤ
ミ

ョ
ー
ブ

の
下
は
空
位

に
な
る
。
祭
場
の
重
心
は
タ

モ
ト
ミ

ャ
に
移

る
。
こ
の
時

の
舗

設
が

「日
覆

い
」
即
ち
ミ

ョ
ー
イ
と

「敷
き
タ
モ
ト
」
な

の
で

あ
る
。
従

っ
て
、
家
屋
内
祭
場
の
な
い
御
殿
庭

の

「神
ア
サ
ギ
」
と
は
、
「日
覆
い
」

の
常
設
化

(建

築
化
)
し
た
祭
祀
小
屋
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

神
ア
サ
ギ
が
神
職
の
座
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
、
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毎月フシヌ御願の外間祭庭神職配座図26

記号凡例(空 位は1993年 現在)

村頭

ソールイガナ シ

アカチュ ミ

緬 欧 ガナシ](兼 任)
久高根人(空 位)

 

M

s

A

㎞

恥

M

巫、根神

外間巫

外間根神(空 位)

久高巫(空 位)

ウメーギ(補 佐役)

男性神職

6
H

Hn

K

(b

▲

七

マ
ッ
テ
ィ
の
時
だ
け
で
あ
る

(表
1
)
こ
と
は
、

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
も
い
る
。

従

っ
て
、
庭
全
体
が
祭
場

の
時
、
「
ア
カ
ラ
ミ

ョ
ー
ブ
」
は
、
庭
か
ら
見
た
集
落
の
神
職
の
神
座

「御
座
構
」

の
標
し
な
の
で
あ
る
。
貴
人
の
神
職

の
座

の
標
し
で
あ
る
。
訪
れ
る
他
界
の
神

の
座
な

の
で
は
な

い
。
三
日
目

の

「
ア
カ

ハ
ン
ジ

ャ
ナ

ふ

か

ま

し

　

が

シ
」
儀

礼

の

テ

ィ

ル

ル

に

「
外
間
根
人
が

　
守
る
真
庭

に
/
赤
ら
ミ

ョ
ー
ブ
を
/
立
派
な

(君

の
)
ミ

ョ
ー
ブ

を
/
押

し

上
げ

申

し

て
」
と

「庭
」
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
拝
殿
と
庭
を
含
め

た
全
体
が
同
時
に
祭
場
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。
四
日
目
の

「
ム
リ
ー

バ
ー
」

に
は
屋
帆
が
謡
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
タ
モ

ト
ミ
ャ
に
は
男
の
神
職
が
座
し
て
い
る
が
、
彼
ら

の
た
め
に
屋
帆
の
日
覆

い
が
張
ら
れ
て
い
る
訳
で

は
な
い
。
女
性
神
職
の
座

で
は
な

い
こ
の
時
の
タ

モ
ト
ミ
ャ
は
、
主
要
五
祭
祀
の
ミ
ョ
ー
イ
の
張
ら

れ
る
神
座
と
は
性
格
を
異
に
す
る
場
所
な
の
で
あ

る
。
訪
れ
そ
し
て
旅
立

つ
ニ
ラ
イ

・
カ
ナ
イ
の

神
々
は
庭
で
儀
礼
を
行
な
う
主
役
に
な

っ
て
い
る

か
ら
、
取
り
立

て
て
神
々
の
座
が
設
営
さ
れ
な
い
。
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従

っ
て
、
麦
稲
祭
祀

の
時

に
、
祭
場
を
整
え
公
儀

神
職
を
祭
場
に
御
招
請
し
て
と
い
う
主
旨

の
、
他

の
地
方

の
麦
稲
祭
祀
歌
謡
の
定
型
句
は
登
場
し
よ

う
が
な
い
。
海
上
の
他
界
か
ら
船
を
仕
立

て
て
旦
ハ

体
的
に
島
ま
で
至
る
旅
程
が
謡
わ
れ
る
の
で
あ
る

[畠
山

一
九
八

一
"
七
八
f
]。
帆

の
シ
ン
ボ
リ
ズ

ム
の
方
が
、
「日
覆

い
」
の
…機
能
よ
り
も

強

い
。

帆
の
意
味
は
、
具
体
的
か
つ
包
括
的
な
島

の
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
る

(粟
国
島

の

ヤ
ガ
ン
折
目
も
そ
う

で
あ

っ
た
)。
祭
場

の
準
備

過
程
を
謡
う
部
分

に
の
み
、
他

の
地
方
で
も
用
い

ら
れ
る
歌
謡
の
定
型
句
が
変
形
さ
れ
て
、
「君

の

ミ
ョ
ー
ブ
を
/
押
し
上
げ
申
し
て
」
と
な

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
舗
設
を

叙
述
す
る
他
の
地
方
の
歌
謡
形
式
か
ら
は
ず
れ
る

も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
う
し

て
、
紆
余
曲
折
を
経
て
辿

っ
て
き
た

「赤

い
天
蓋
」
の
来
歴
探
索

の
道
筋
は
、
久
高
島

の
祭
祀
が
か
つ
て
帯
び
て
い
た
聞
得
大
君

の
祭
祀

と
の
強

い
関
わ
り
に
辿
り
着
い
た
。
常
設
の
神
の

家
を
造
営
す
る
の
で
は
な
く
、
儀
礼
を
通
じ
て
神

を
招
き
、
祭
場
に
神

(職
)
の
座
を
設
け
る
こ
と

の
方

に
注
目
す
る
、
儀
礼
中
心
主
義

[伊
從

一
九

九
三
、
三
四
f
]
の
琉
球
の
祭
祀
伝
統
に
お
い
て
、

一
般
的
か

つ
基
本
的
な
祭
場
舗
設

「御
座
構
」

の

諸
方
法
の
中
に
、
久
高
島
の
神
座
舗
設
の
仕
方
を

位
置
づ
け
て
み
れ
ば
、
そ
の
特
徴
が
浮
上
し
て
く

る
。本

稿

で
確
認
し
た
舗
設
方
法
と
は
次
の
通
り
で

あ
る
。①

「屏
風
構
」
(室
内
)

H

御
新
下
り

・
斎
場
御
嶽
御
待
御
殿

②

「桟
敷
構
」
(床

の
舗
設
+
「屏
風
構
」)
"

王
城
後
之
御
庭
八
月
十
五
夜
桟
敷

㈹

「幕
構
」

(三
方
幕
囲
い
と
天
幕
)

"

中
城
城
内
之
王
子

(名
代
)
座
構

ω

「幕
屋
」
(幕
構

+
屏
風
構
)

"

御
新
下
り

・
斎
場
御
嶽
大
庫
裡

㈲

「
日
覆

い
」

"

中
城
城
内
之
殿
巫
座

(御
殿
石
段
)

⑥

「御
仮
屋
」
(床

"
ね
く
ふ
く
+
畳
+
筵
、

壁

"
蒲
葵
葉
張
り
、
「幕
構
」

(外
部
)
、

「屏
風
構
」
(内
部
)
、
天
井

"
か
や
こ
も
、

屋
根

"
萱
葺
)

"

聞
得
大
君
御
新
下
り
儀
礼
、
与
那
原
御
本

殿
、
御
仮
屋
、
斎
場
御
嶽

・
御
待
御
殿

ω
綾
タ
モ
ト

(綾
筵
)
+
屋
帆

(赤
ら
幕
黄

み

よ

て

い

色
幕
、
「あ
か
ら
日
覆

い
」
)

"

粟
国
島
ヤ
ガ
ン
折
目
祭
場

㈲
綾
筵
+
綾
屏
風

"

今
帰
仁
村
玉
城
巫
就
任
儀
礼

⑨
あ
か
ら
み
ょ
ー
ぶ

"

久
高
島

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭
祀
ア
カ

ハ
ン
ザ

ナ
シ
ー
儀
礼

⑩
屋
帆

"

久
高
島

ハ
ン
ザ
ナ
シ
ー
祭
祀
ム
リ
ー
バ
ー

儀
礼

王
府
の
祭
場
舗
設
の
方
法

[右
記
ω
か
ら
⑥
]

は
、
い
く

つ
か
の
基
本
的
な
方
法
の
複
合
と
し
て

成
り
立

っ
て
い
る
。
床
に
つ
い
て
は
、
座

の
主
人

公
の
位
に
応
じ
て
、
筵
だ
け
で
済
ま
す
場
合
か
ら
、

畳
を
置
き
、
さ
ら
に
上
敷
き
の
縁
付
き
の
筵
を
敷

く
場
合
ま
で
の
諸
段
階
が
あ
る
。
そ
の
民
俗
的
形
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祭場の赤い天蓋と白い天幕

態
が
綾
筵
や

「
敷
き
タ
モ
ト
」
で
あ
る
。
屋
根
も

し
く
は
天
井

に
つ
い
て
は
、
「
日
覆

い
」
の
幕
が

張
ら
れ
る
場
合
と
、
仮
設
建
物
を
建
て
萱
屋
根
を

葺
く
場
合
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
移
動
可
能
な
屋

根
と
し
て
、
貴
人
に
差
し
か
け
ら
れ
る
涼
傘
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
、
付
け
添
え
て
お
こ
う
。
民
俗

的
に

「幕
を
引
く
、
帆
を
引
く
」
と
謡

わ
れ
る
場

合
は
、
こ
の
天
幕
を
吊
る
こ
と
と
壁
の
代
用
に
幕

を
張
る
こ
と
と
を
兼
ね
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
壁

に

つ
い
て

は
、
「
屏

風
構
」
と

「幕

構
」
の
選

択

・
組
み
合
わ
せ
が
基
本
で
、
仮
屋
を
建
て
る
場

合
に
は
、
構
造
物
の
内
側
に
屏
風
を
構
え
、
外
側

に
幕
を
張
る
。
「幕
構
」
は
屋
外

の
御

座

の
仮
設

方
法
で
あ
り
、
天
幕
を
加
え
て

「幕
屋
」
を
構
成

し
た
と
思
わ
れ
る
。
「屏
風
構
」
は
屋

外
と
屋
内

の
双
方
に
用
い
ら
れ
た
。
屏
風
を
立

て
る
こ
と
は
、

御
新
下
り
の
儀
礼
に
見
た
よ
う
に
、
王
府
儀
礼
に

お
い
て
貴
人
の
御
座
を
舗
設
す
る
際

の
必
須
の
方

法
で
あ

っ
た
か
ら
、
祭
祀
儀
礼
に
お
け
る
高
貴
な

神
職
の
御
座
構
え
に
も
適
用
さ
れ
た
と

み
て
よ

い
。

凡
そ
儀
礼
の
場
の
舗
設
に
関
す
る
王
府

の
担
当
部

お

そ
う
し

ぐ

い

し
い
ど
ほ
う

あ
た
い
ほ
う

局

は
同

一

(御

双
紙
庫
裡
勢
頭
方
、
当

方
)
で

あ
る
か
ら
、
宗
教
儀
礼
と
政
治
儀
礼
の
舗
設
の
区

別
は
余
り
生
じ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

久

高
島
は
、
少

な
く
と
も

一
六
七

三

(尚
貞

五
)
年
ま
で
は
国
王
が
隔
年

に
行
幸
し
、
主
要
祭

祀
を
聞
得
大
君
が
直
接
司
祭
し
て
い
た
島
で
あ
る

(『球
陽
』
巻
七
)。
大
君
渡
島
の
際
は
、
当
然
な
が

ら
官
吏
が
同
行
し
た
。
『球
陽
』
巻
六
尚
質
王
二

十

(
一
六
六
七
)
年

の
条

に
、
「古

ヨ
リ
久
高

島

御
祭

二
値
フ
ゴ
ト

ニ
、
聞
得
大
君
加
那
志
、
カ
ノ

島

二
幸

ス
。
御
物
奉
行
官

一
員

ハ
、
久
高
島

二
至

リ
、

一
員

ハ
與
那
原

二
至
リ
以
督
理
ヲ
ナ
ス
コ
ト

お
お
だ
い
じ
よ

ア
リ
。
是
年
大
台
所

(接
待

・
礼
式

の
料
理
役
)

ノ
役
人

ハ
、
其
事
ヲ
督
理
ス
ル
コ
ト

ニ
改
定

ス
」

と
あ
る
。

一
六
七
三
年
以
後
、
国
王
の
名
代
で
島

あ
た
い

に
使
わ
さ
れ
た

「当
官
」
と
は
、
王
府

の
儀
典
官

で
あ
る
か
ら
、
国
王
の
行
幸
の
中
止
の
前
後
に
拘

ら
ず
、
王
府

の
祭
場
舗
設
の
方
法
が
直
接
島
に
伝

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
。
王

国
時
代
に
祭
場
舗
設
の
方
法
が
直
接
王
府
か
ら
伝

わ

っ
た
地
方
は
、
従

っ
て
、
こ
の
久
高
島
が
筆
頭

で
あ
ろ
う
。
貴
人
の
座
を
舗
設
す
る

「
屏
風
構
」

や

「幕
構
」
は
、
王
府
の
神
職
が
来
島
し
た
折
に

仮
設
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
島
の
巫
が
司
祭
し
た

聞
得
大
君
の
御
新
下
り
儀
礼

の
祭
場
で
も
舗
設
さ

れ
て
い
た
か
ら
、
巫
を
通
じ
て
島
に
伝
え
ら
れ
も

し
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
他

の
地
方
と
異
な

っ
て
、

ア
カ
ヤ
ミ
ョ
ー
ブ
と
い
う
語

で
示
さ
れ
る

「ミ

ョ

ー
ブ

(屏
風
)
」
な
ら
ぬ
天
蓋
を
、
久
高
島

の
主

要
な
祭
祀

(七
マ
ッ
テ
ィ
)

の
み
な
ら
ず
島

の
ロ

ー
カ
ル
な

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
如
実

に
示
す

ハ
ン
ザ

ナ
シ
ー
祭
祀
や
正
月
儀
礼
に
お
い
て
、
島

の
最
高

神
職
で
あ
る
ク
ニ
ガ
ミ
の
座

の
上
部
に
張
る
習
慣

を
生
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
公
儀
祭
祀

の

一

般
的
な
舗
設
方
法
と
し
て
で
は
な
く
、
大
君
と
の

関
わ
り
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
た
祭
場
舗
設
で
あ

っ

た
。
よ
り

一
般
的
な
主
要
五
祭
祀

の
白

い
天
幕

「
日
覆

い
」
は
、
久
高
島

に
あ

っ
て
は
、
祭
祀
歌

謡
に
ほ
と
ん
ど
謡
わ
れ
て
い
な
い
か
、
残
存
し
て

い
な

い
の
で
あ
る
。

屏
風
と
し
て
相
応
し
い
舗
設
の
痕
跡
は
、
八
月

十
五
夜

の
時

に
垂
直
に
下
げ
ら
れ
る
ア
カ
ヤ
ミ
ョ

ー
ブ
に
、
む
し
ろ
残

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
神
職

の
座
の
背
後

に
舗
設
さ
れ
る

「屏
風
構
」
と
し
て

で
は
な
く
、
大
君
に
因
む

「
ミ
ョ
ー
ブ
」
自
体
が
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拝
礼

の
対
象
と
な
り
、
「押
し
上
げ
申

す
」
対
象

と
な

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
特
殊
な

一
地
方

・
久
高
島
で
の
王
国
時
代
の
祭
祀
伝
統
の

残
存
形
態
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注一
、
写

真
使

用

を
許

可

い
た
だ

い
た
比

嘉
康

雄
氏

と

親

泊
康

晴
氏

に
謝

意
を

表

し
た

い
。

二
、
本
稿

は
、
平

成

四
-
六
年

度
科

学

研
究
費

補
助

研

究

(
一
般

C
)

「
旧
琉

球

王
国

首

里

王

城
祭

祀

・
久
高

島
祭

祀

の
祭
場

に

つ
い
て

の
空

間
論

的
研

究
」

の
成

果

の

一
部

を
な

す
。

(
1
)

『中

山

世

鑑

』

(
一
六

五

〇
)

巻

一
、

『
琉

球

国

由

来

記
』

(
一
七

=

二
)
巻

一
、
巻

十

三
、

『球

陽
』

(
一
七

二
九
)

巻

一
な

ど
。

(
2
)

国
家

的
な

立
場

か
ら

み
た

久
高
島

の
意
味

に

つ
い
て
は
、
拙

稿

[伊
從

}
九
九

三
]

で
考
察

し

た
。

(
3
)

国

王
行

幸

は

一
六
七

三
年

に
代
理

官

の
派
遣

に
改

め

ら
れ
た

(
『球

陽
』

巻

七
尚
貞

五
年

)
。

以
下

の
歴
史

資
料

参

照
。

『
中
山

世
鑑

』

(
一
六

五

〇
)

巻

一
、

『琉

球

国

由

来

記

』

(
一
七

一

三
)
巻

一
、

巻

十

三
、

『球

陽

』
巻

三

「
尚

円

王
」
条

、
巻

四
尚

清
代

、
巻

六
尚

質

二
〇
年

。

(
4
)

王
国

時
代

に
は
、
通
常

数

箇
村

に

一
人

ノ

ロ

と

い
う

公
儀
祭

祀

巫

(女
性

)
が
任

命

さ
れ

て

い
た
が
、

重
要

な
離

島

(伊

平
屋
列

島
伊

是
名

島
、

久
米

島
、

宮
古

、

八
重
山

諸
島

)

に
は

ノ

ロ

の
上

位

の
上

級

神

女

が

配

属

さ

れ

て

い
た

(伊

平
屋

列
島

伊

是
名

島

の
年

中
祭

祀

に
占

め

た
上

級
神

職

の
意

味

に

つ
い

て
は
、

[伊

從

一

九

八
七

b
]

乞

参

照
)
。

し

か

し
、

久

高

島

に

は
特

別

の
神

職

は
置

か
れ
ず

、
聞
得

大

君
が
直

接

主

要

な
祭

祀

を

司

祭

し

た
。

『
球
陽

』
巻

六

尚
質

二
十

(
一
六

六
七
)

年

に
は
次

の
よ
う

な

条

が
あ

る
。

「
古

ヨ
リ
久

高

島

御

祭

二
値

フ
ゴ

ト

ニ
、
聞

得
大

君
加

那
志
、

カ
ノ
島

二
幸

ス
」
。

(5
)

数

え
方

に
も

よ

る
が
、
先

代

の
外
間

巫

ウ

メ

ー
ギ

(外
間

巫

の
付

き
人
的

神
職

)
西

銘

シ
ズ

氏

に
よ
れ
ば

、
凡

そ

二
十
五

[桜
井

一
九

八

一

"
六
]
、
祭
祀

内

容

を

個

別
化

し

て
数

え

れ
ば

三

十

九

[
同
書

]
、

比
嘉

康

雄

氏

の
調

査

[比

嘉

一
九
九

三
下

]

に
よ

れ
ば
、

二
十

八

の
集
落

次
元

の
祭

祀
が

行
な

わ
れ

て

い
る
。

(
6
)

こ
の
両
者

は
、

「麦

の
ミ

シ
キ

ョ

マ
」

「麦

粟

穂

祭

」

「麦

粟

大

祭

」

の
祭

場

と

し

て

の

み
記

載

さ
れ

て

い
る
。

(7
)

琉
球

近
世

に
お
け

る
祭
場

呼
称

「殿

」

は
、

現

在

で
も
使

用

さ
れ

て

い
る
が
、

年
中

祭
祀

用

に
別

棟

化

さ

れ

た
祭

祀

家

屋

を

今

日

「
ト

ゥ

ン
」

と
呼

ぶ

場
合

が
多

い
。
本

来

は
、

『由

来

記
』

に
、

「
於
諸

間

切
根

所
設

席

、
各

巫

座

シ

テ
、

以

有

祭

祀
」

(
『琉

球

国

由

来

記
』

巻

一

「
王
城

公
事

」

二
月

[麦
穂

祭
]
、

三
月

[麦

大

祭

]
、

五

月

[稲

粟

穂

祭

]
、

六

月

[稲

粟

大

祭

]

の
条
)

と

あ

る
よ
う

に
、
祭

祀

の
折

に
設

営

さ

れ
る
祭

場
を

、

「殿

」

と
表
記

し

た
。

(
8
)

沖
縄

本

島

周

辺

に
は
、

「
ト

ゥ

ハ
シ

リ
」

も

し

く
は

「
ト

ゥ

ハ
シ
ラ
」

の
祭

祀
伝

承

が
所

々

伝

え
ら

れ

て

い
る
。

家
次

元

か
ら
集

落
次

元

の

祭

祀

に

い
た

る
ま

で
今

日

で
も

な

お

一
貫

し

て
、

ト

ゥ
パ

シ
リ
香

炉
を

置

い
て
礼
拝

を
行

な

っ
て

い
る
地

域

は
、
久

高
島

を

お

い
て
他

に
は

な

い
。

ト

ゥ
パ

シ
リ

に

つ
い
て
は

[
赤
嶺

一
九

八

五
、

一
九

八
六
]

が
、

家
屋

新
築

の
柱

立

て
儀

礼

の

時

に
礼
拝

さ
れ

る
家

屋

の
東
南

の
柱

の
信
仰

に

由
来

す

る
と
解

釈

し

て

い
る
。

(
9
)

拙

稿

[
一
九

八
七

b
]

に
お

い
て
、
伊

是
名

島

の
公
儀
祭

祀

、
島
中

祭

祀

の
祭

場

使
用

の
状

況

を

詳

し

く

考

察

し

た
。

公

儀

祭

祀

祭

場
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祭場の赤い天蓋と白い天幕

(「
殿

」
)

を
、
島

中
祭

祀

に
準

用
す

る
仕
方

は
、

地
方

偏
差

が
大

き

い
こ

と

に
注

意

し
な
く

て

は

な
ら

な

い

[伊

從

一
九

八
七

a
]
。

(
10
)

六
月

の

マ

ッ
テ

ィ
と

六
月
十

六

日

の
ミ

ル
ク

グ

ワ

ッ
テ

ィ

(新

六

月

"
太

陽

の
ま

つ
り
)
、

八

月

マ

ッ

テ

ィ

(8
/

10
)

か

ら

十

五

夜

(
8
/

15
)

ま

で

は
、

そ

れ

ぞ

れ
連

続

祭

祀

と

見

做

さ
れ
、

ア

カ
ヤ

ミ

ョ
ー
ブ

は
張

ら
れ
た

ま

ま

で
あ

る
。

六
月

に
は
巫
殿

内

に
も

ア
カ

ヤ
ミ

ョ
ー
ブ

が
張

ら

れ
る
。

注

12
参
照

。

(11
)

御
殿

庭

に
あ

る

バ
イ
カ

ン
屋

の
火
神

と

ト

ゥ

パ

シ
リ

の
香

炉

を
、
島

次

元

の
年

中
祭

祀

の
折

に
ア
ガ
リ

ウ
プ

ヌ

シ
神
を

兼

ね
て

い
た
久
高

巫

が
拝

す
機

会
が

二
度

あ

る
。

一
月
麦

の
ソ
ー
ジ

マ

ッ
テ

ィ

の
中

心
儀

礼

の
後

に
行

な
わ

れ
る

フ

カ

ラ
ク
行

事

と
九
月

ハ
ン
ザ

ナ

シ
ー

の
二
日
目

(神

迎

え

の
準

備

日
)

ム

ム

ハ
メ

ー
行

事

で

あ

る
。
後
者

の
場
合
、

ク

ニ
ガ

ミ
や
男

神
達

に
捧

げ

ら

れ
る
イ

ラ
ブ

ー

の
神

餞

が
神

ア

サ
ギ

の
な

か

に
並

べ
ら

れ

る
が
、

饗
応

儀
礼

は
神

ア

サ
ギ

の
中

で
は
行

な

わ
れ
ず

、

バ
イ

カ

ン
ヤ
南
側

の

御

殿
庭

で
行

な

わ
れ

る

[比

嘉

一
九
九

三
下

"

一
四
〇

]
。
神

ア

サ
ギ

は
、

七

マ

ッ
テ

ィ

の
本

祭

に

お

け

る

女

性
神

職

の
た

め

の

座

(タ

モ

ト
)

に
限

定

し

て
使

用

さ
れ

て

い
る
。

(
12
)

折

口
信

夫
が

一
九

二

一
年

に
久
高

島
を

訪

れ

た

の
は
、

こ
の
六

月

マ

ッ
テ
ィ
と

ミ

ル
ク
グ

ワ

ッ
テ

ィ
の
時
期

で
あ

っ
た
。

そ

の
年

の
旧
暦

六

月
十

六

日

(ミ

ル
ク
グ

ワ

ッ
テ

ィ
)

は
七
月

二

十

日
、

六
月

マ
ッ
テ

ィ

の
日
選
び

に
当

た

る
旧

六
月

の
中

の
壬

・
癸

は
七
月

十

八
、
十

九

日
で

あ

っ
た
か

ら
、

こ

の
年

は

三
日
連

続

の
祭

り

で

あ

っ
た
は
ず

で
あ

る
。

折

口

の
外

間
巫

殿
内

の

間
取

り

の
ス

ケ

ッ
チ

[折

口

一
九
七

六
、
巻

十

六

二

六

九
]

に
は

「
ア
カ

ヤ
ミ

ョ
ー
ブ

」
が

は

っ
き
り

描

か
れ

て

い
る
か
ら

、
七

月

二
十
日

に
折

口
が

久
高

島

に

い
た
こ

と
は
確

実

で
あ

る
。

ま

た

、
巫

が

ト

ー

ツ

ル

モ

ド

キ

の
冠

(
ハ
ブ

イ

)
を
被

っ
た
写
真

を
撮

影

し

て

い
る

[折

口

一
九

七

六
、
巻

一
、

二

口
絵

]
。
巫

達

は

ハ
ブ

イ

を
七

月
十

八

・
十

九

日

の
六
月

マ
ッ
テ

ィ

の

儀

礼

に
被

っ
た

は
ず

で
あ

る
か

ら
、
少

な
く

と

も

七
月

十
九

日

に
折

口
は
既

に
久

高
島

に
い
た

可

能
性

も
あ

る
。

(13
)

王

城

で
の
十

五
夜
祭

祀

は
、

一
七

二
九
年

ー

一
七

六

八
年

ま

で
中
止

さ

れ

て

い
た

(
『球

陽
』

巻

十

二
、

一
七

二
九
年

、
巻

十

五
、

一
七

六
九

年

の
条
)
。

(
14
)

以
下

の
引

用

・
参

照

の
祭

祀

歌

謡

は
、

[外

間

・
王

城

一
九

八
O

I
]
所
収

の
も

の

に

つ
い

て
は
、

同
書

の
歌

謡
登

録
番

号

で
示
す

。

(
15
)

一
八
四
〇
年

の
御
新

下

り
儀

礼

準
備

の
克

明

な
記
録

『聞

得
大

君
加

那
志

様
御

新
下

日
記

』

(琉

球
藩

大

里

間

切
)

に
は
、
与

那
原

祭

場

で

の
祭
場

設
営

の
様

子

を
窺

う

こ
と
が
出

来

る
だ

け

で
あ

る
。
斎
場

御
嶽

で
の
準
備

を

記
録

し
た

知
念

間
切

の

『
日
記

』
が

存
在

し
た

こ

と
は
分

か

っ
て

い
る
が

[法

政
大

学
沖

縄
文

化
研
究

所

編

『
日
記

』
解

説
]
、

発

見
さ

れ

て

い
な

い
。

(
16
)

十

月

の

マ
ー
ミ

キ
グ

ワ

の
後

に
、

二
人

い
る

ソ
ー

ル
イ
ガ

ナ

シ
の

一
方

の
交

代
儀

礼

(任
期

二
年

)

が
新

任
候
補

者

の
家

で
行

な
わ

れ

る
。

(
17
)

池

浩

三

は
、
神

ア
サ

ギ

の
原
型

を
稲
積

に
見

て
と

り
、
稲

積
が
高

倉

に
発

展

す
る
過

程

で
祭

場

に
転

化

し

た

と
考

え

て

い

る

[池

一
九

七

九

凵
第

四
、

五
章

。

(18
)

ム
リ

ー
バ
ー
儀

礼

の
時

に
、

ミ

ョ
ー
イ

が
タ

モ
ト

ミ

ャ
に
張

ら
れ

る
時

も
あ

り
、

張
ら

れ
な

い
時

も
あ

る
。

こ

こ
に
掲
げ

る
写
真

(撮

影

一

九

七

八
年

)

[親

泊

一
九

八

一

"
七

〇
]

は
、

張
ら

れ

た
時

の
も

の
で
あ

る
。

一
九

七
六

年

の

映
像

記
録

[比

嘉

一
九
九

三
下

"
一
二
八
、

一
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三

四
]

で
は
張

ら

れ

て

い
な

い
。
筆

者

の
見
学

し

た

一
九

九

三
年

(図

23
)

に
は
張

ら

れ

て
い

た
。

(
19
)

火

神

と
殿

と

の
関

係

に

つ

い
て

は
、

[伊

從

一
九

八
七

a

"
八

八
ー

一
〇
七

]

に
詳

説

し

た
。

乞

参

照
。

(20
)

久
高

島

の
年
中

祭
祀

の
オ
タ

カ

ベ
や
歌

謡

は
、

[
外
間

・
王
城

一
九

八
O

I
]

や

[久
高

島

調
査

委

員
会

一
九

八
五
]

に
も
多

く

は
採
集

さ

れ

て

は

い
な

い
。

[古

典

と
民
俗
学

の
会

一
九

八

一
]

[畠

山

一
九

八

一
、

一
九

八

二
、

一
九

九

一
]

[比

嘉

一
九
九

三

上
下
]

等

を
参
照

し

た
。

引

用

・
参

考

文
献

リ

ス
ト

注

記

"
括
弧

入

り
出
版

年

は
初
出

赤

嶺

政
信

一
九

八
五

「
ト

ゥ

ハ
シ
リ

考

」

『歴

史

手

帖
』

<
o
=
G。
占
O

"
嵩

歯
ω
.

赤
嶺

政
信

一
九

八
六

「
ト

ゥ

ハ
シ
リ

を

め
ぐ

る
諸

問

題
」

『
沖
縄

民
俗

研
究

』
2
0
6

"
一
-
り
・

比
嘉

康
雄

一
九
九

三

『
神

々

の
原
郷

久

高
島

』

上

下
巻

、
第

一
耋
旦
房
、
東

京
。

外

間

守

善

・
玉

城

政
美

(編

)

一
九

八

○

『南

島

歌

謡
大
成

』

1

(沖

縄
篇

上
)

角
川

書
店

。

外

間
守

善

・
波
照

間
永

吉

一
九

八
五

「
久
高

島

及

び
周
辺
聖
域
の
神
歌
」
『沖
縄
久
高
島
調
査
報
告

書
』
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
。

畠
山

篤

一
九
八

一

「
カ
ン
ジ
ャ
ナ
シ
ー
」
桜
井

満
編

『沖
縄
県
久
高
島
の
祭
り
』
白
帝
社
。

畠
山

篤

一
九
八
二

「
八
月
ヨ
ー
カ
ビ
の
秘
儀
」

沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
国
文
学
篇
11

"
1
/

2
。

畠
山

篤

一
九
八
九

「粟
国
島
の
ヤ
ガ
ン
折
目
」

『南
島
文
化
』
11
、
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究

所
。

保
坂
達
雄

一
九
八
五

「折
口
信
夫
の
沖
縄
探
訪
」

『芸
能
』
<
o一.N刈
-り●

池

浩
三

一
九
七
九

「南
島
諸
島
に
お
け
る
神
ア

シ
ャ
ゲ
の
性
格
」
『祭
儀
の
空
間
』
相
模
耋
旦
房
。

伊
從

勉

一
九
八
七
a

「沖
縄
本
島
周
辺
村
落
の

祭
場
・殿
の
現
象
的
性
格
に
つ
い
て
」
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
紀
要

『人
文
學
報
』
61
。

伊
從

勉

一
九
八
七
b

「祭
祀
の
遥
拝
性
と
守
護

性
に
つ
い
て
の
空
間
論
的
考
察
-
沖
縄
伊
是
名
島

の
年
中
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
京
都
大
学
人
類
学

研
究
会

(編
)
『季
刊
人
類
学
』
18
1
2
。

伊
從

勉

一
九
八
九

「沖
縄
久
米
島
の
稲
祭
祀
祭

場
の
仮
設
性
に
つ
い
て
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
紀
要

『人
文
學
報
』
63
。

伊
從

勉

一
九
九
二

「風
景
の
多
次
元
-
流
通
す

る
風
景
と
流
通
以
前
の
風
景
」
古
川
・大
西

(編
)

『環
境
イ
メ
ー
ジ
論
』
弘
文
堂
。

伊
從

勉

一
九
九
三

「聖
な
る
島
へ
の
国
家
的
視

覚
の
形
成
ー
琉
球
王
国
御
新
下
り
儀
礼
に
見
る
久

高
島
の
意
味
」
京
都
大
学
人
間
・環
境
学
研
究
科
研

究
紀
要

『人
間

・
環
境
学
』
2
。

鎌
倉
芳
太
郎

一
九
八
二

『沖
縄
文
化
の
秘
宝
』
岩

波
書
店
。

古
典
と
民
俗
学
の
会

一
九
八
一

『沖
縄
県
久
高
島

の
祭
』
古
典
と
民
俗
学
叢
書
V
、
白
帝
社
。

倉
塚
曄
子

一
九
七
九

「聞
得
大
君
論
」
『巫
女
の

文
化
』
東
京
、
平
凡
社
。

仲
松
弥
秀

一
九
七
五

『神
と
村
』
伝
統
と
現
代
社
。

オ
ー
シ
ュ
リ
・上
原

(編
)

一
九
八
七

『青
い
目
が

見
た
大
琉
球
』
那
覇
、
ニ
ラ
イ
社
。

沖
縄
久
米
島
調
査
委
員
会

一
九
八
二

『沖
縄
久
米

島
』
資
料
編
、
東
京
、
弘
文
堂
。

沖
縄
県
教
育
委
員
会

一
九
七
九

『イ
ザ
イ
ホ
ー
調

査
報
告
』

折
口
信
夫

(
一
九
二

一
)

一
九
七
六

『沖
縄
採
訪

手
帖
』
『折
口
信
夫
全
集
』
16
、
中
公
文
庫
。

折
口
信
夫

一
九
七
六

『折
口
信
夫
全
集
』
1

(古

代
研
究

・
国
文
学
篇
)、
中
公
文
庫
。
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折
口
信
夫

一
九
七
六

『折
口
信
夫
全
集
』
2

(古

代
研
究

・
民
俗
学
篇
)
、
中
公
文
庫
。

親
泊
康
哲

一
九
八

一

『続
ア
シ
ャ
ゲ
の
遊
び
』
那

覇
、
自
家
出
版
。

琉
球
王
府

一
九
四
〇

伊
波
普
猷

・東
恩
納
寛
惇
・

横
山
重

(編
)
『琉
球
資
料
叢
書
』
1
～

5
、
東
京
、

名
取
書
店
。

琉
球
王
府

(
一
七

=
二
)
『琉
球
国
由
来
記
』
(第
1
、

2
冊
)

琉
球
王
府

(
一
七
〇

一
)
鄭
秉
哲

(編
)
『中
山
世

譜
』
(第
4
冊
)

琉
球
王
府

(
一
六
五
〇
)
向
象
賢

(編
)
『中
山
世

鑑
』
(第
5
冊
)

琉
球
王
府

(
一
八
七
五
)

一
九
八
二

『聞
得
大
君
御

殿
并
御
城
御
規
式
御
次
第
』
小
島

(校
注
)
『神
道

大
系
』
神
社
編
52
沖
縄
。

琉
球
王
府

(
一
七
〇
六
)

一
九
八
二

『
女
官
御
双

紙
』
小
島

(校
注
)
『神
道
大
系
』
神
社
編
52
沖
縄
。

琉
球
王
府

(
一
五
三

一
-

一
六
二
三
)
(
一
七

一
〇

書
写
本
)

一
九
七
二

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
外
間
・西

郷
編
岩
波
思
想
大
系
。

琉
球
王
府

大
里
間
切

(
一
八
四
〇
)

一
九
八
二

『聞
得
大
君
加
那
志
様
御
新
下
日
記
』
小
島

(校

注
)
『神
道
大
系
』
神
社
編
52
沖
縄
。

琉
球
王
府

大
里
間
切

一
九
八
四

『聞
得
大
君
加

那
志
様
御
新
下
日
記
』
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究

所
、
沖
縄
研
究
資
料
4
。

島
袋
源
七

(
一
九
五
〇
)

一
九
七

一

「沖
縄
の
民

俗
と
信
仰
」、
谷
川

(編
)
叢
書
我
が
沖
縄
第
四
巻

『村
落
共
同
体
』
三

一
圭
旦
房
。

袋
中

(
一
六
〇
六
)

一
九
三
六

『琉
球
神
道
記
』
横

山
重

(編
)
『琉
球
神
道
記
』
大
岡
山
書
店
。

玉
城
政
美

一
九
七
五

「聞
得
大
君
御
新
下
り
の
構

造
」
『沖
縄
文
化
』
12
1
1
。

鄭

秉
哲

(編
)

(
一
七
四
三
)

一
九
七

一
『球
陽
』

桑
江
克
英

(訳

・
注
)
角
川
書
店
。

山
内
盛
彬

一
九
七

一

「聞
得
大
君
と
御
新
下
り
」、

谷
川

(編
)
叢
書
我
が
沖
縄
第
四
巻

『村
落
共
同

体
』
三

一
書
房
。

よ
き
や
の
ろ
く
も
い
家

(編
)

(
一
七
九
八
)

一
九

八
二

『よ
き
や
の
ろ
く
も
い
伝
来
記
』
小
島

(校

注
)
『神
道
大
系
』
神
社
編
52
沖
縄
。

後
記本
稿
脱
稿
後
、
泉
万
里
氏
の
論
考

「海
を
渡

っ
た

金
の
屏
風
」
(『民
族
芸
術
』
第

一
一
巻
、
一
九
九
五
)

に
よ
り
、
日
本
製
の
金
屏
風
が
十
五
世
紀
の
琉
球
か

ら
明
に
向
け
た
重
要
な
朝
貢
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

っ
た
。
本
文
中
に
引
用
し
た

『お
も
ろ
さ
う
し
』
の

「お
も
ろ
」
に
登
場
し
た
金
屏
風
も
日
本
渡
来
の
も
の

で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
王
城
祭
祀
の
祭
場
舗
設

に
使
用
さ
れ
た
金
屏
風
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
し

て
み
た
い
。
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